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給
付
金
制
度
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
訓
練
の
機
会
を

　
国
で
は
労
働
者
の
技
能
向
上
の
た
　
　
日
額
千
四
百
十
円

め
、
事
業
主
に
対
し
て
つ
ぎ
の
給
付
　
　
　
支
給
目
数
の
限
度
は
百
目
で
す
．

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．

▼
有
給
教
育
訓
練
休
暇
奨
励
給
付
金

制
度
　
労
働
者
が
教
育
訓
練
を
受
け

る
と
き
、
有
給
教
育
訓
練
休
暇
を
与

え
る
事
業
主
に
対
し
て
つ
ぎ
の
給
付

金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
休
暇
は
労
働
者
の
申
出
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
訓
練
期
問

中
は
、
通
常
労
働
し
た
場
合
に
支
給

す
る
賃
金
を
支
払
う
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
中
小
企
業
主
　
一
人
に
つ
き
日
額

千
八
百
八
十
円

●
そ
の
他
の
事
業
主
　
一
人
に
つ
き

　
な
お
、
四
十
五
歳
以
上
の
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
①
支
給
日
数
の
限
度

が
百
五
十
目
、
②
労
働
者
一
人
に
つ

き
一
日
七
百
五
十
円
の
受
講
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。

▼
職
業
訓
練
派
遣
奨
励
給
付
金
制
度

　
雇
用
す
る
労
働
者
を
、
公
共
職
業

訓
練
校
ま
た
は
認
定
職
業
訓
練
施
設

に
派
遣
し
て
訓
練
を
受
講
さ
せ
る
中

小
企
業
主
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　
給
付
金
は
労
働
者
】
人
に
つ
き
、

日
額
千
八
百
八
十
円
で
、
支
給
日
数

の
限
度
は
百
日
で
す
．

　
詳
細
は
、
↑
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
B
七
ー
二
〇
五
番
V
へ
。

屋
外
広
告
物

　
　
　
　
　
講
習
会
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
で
、
屋
外
広
告

物
講
習
会
修
了
者
等
の
設
置
が
必
要

で
す
。
県
で
は
、
屋
外
広
告
物
に
関

し
必
要
な
知
識
を
修
得
し
て
も
ら
う

た
め
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
．

期
日
　
七
月
一
．
一
十
一
目
囲
　
午
前
十

時
～
午
後
五
時

会
場
　
新
潟
県
士
地
改
良
会
館
（
新

潟
市
川
岸
町
一
）

申
込
み
　
七
月
二
十
四
目
ま
で
に
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
県
土
木
部

都
市
計
画
課
・
詳
細
は
十
日
町
土
木

事
務
所
（
麿
七
－
五
五
二
番
）
へ
．
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ふるさとの旬の料理④

　．らっきょう演
材料一　　　　　　、鱗ヨ曝法
らっきょう………1㎏　①らっきょうは3～5％の塩で5
塩・・…‘………3～5％　　　日闇演けてから上下を切って形
酢……………　C21／2　　をよくし、ざるに上げてよく水を

砂糖…………2009　切リカメに入れる。
赤唐がらし…2～3本　　②赤唐がらしは種を除きうすい輪

　　　　　　　　　　　切にして①の中に入れる。
　　　　　　　　　　③酢、砂糖を煮立て熱いうちに①
　　　　　　　　　　　のらっきょうにかける（かけた
　　　　　　　　　　　汁がある程度冷めるまで蓋をし
　　　　　　　　　　　ない方がよい、
④翌日もう一度酢をしぽつて煮立てらっきょうにかける・

⑤密封して保存する。

コツ
①塩分を強く演けた場合は甘酢につける時水出ししてからよ
　く水分をふきとって漬け込んで下さい・
②塩漬の時水上りが悪い時はカップ1杯位水を入れる。

　　山竹の子飯
材料（4人前）　　　　瞬瑠法
米＿……………3合　　　①根まがり竹の子は塩茄でして5
④竹の子・…・…・1009　　　聞にうすく切っておく。（取立の

◎味噌一一……809　　竹の子は生のまま使う）
調味料　　　　．　　　②味噌は水1合でといて上澄の汁

㊦｛　　塩……………小麦　1　を使う。
　　酒………・p一大3　③米に②の上澄み汁と㊦の調味料
　　　　　　　　　　　を入れて水加減をして最後に竹
　　　　　　　　　　　の子を入れて炊き上げる。
コツ
味噌味のご飯は下がこげつきやすいので火加減に気をつけて
下さい。　　　　　　　　　　　　　　　（いろり会）
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一
般
県
道
十
日
町
六
日
町
停
車
場

線
の
川
原
町
地
内
で
、
ト
水
道
管
渠

埋
設
工
事
の
た
め
、
七
月
八
日
～
八

月
十
日
（
時
間
は
午
前
八
時
半
～
午

後
五
時
）
ま
で
の
間
、
車
輔
通
行
止

に
な
り
ま
す
。

　
迂
回
路
と
し
て
、
市
道
田
川
南
線
、

国
道
一
一
七
号
線
を
利
用
く
だ
さ
い
．

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
　
宝
く
じ
予
約
開
始

　
七
月
中
旬
か
ら
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
　
（
別
称
、
市
町
村
振
興

宝
く
じ
）
の
予
約
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
豊
か

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
県
内
の
実
績
額

は
五
億
五
千
万
円
余
、
枚
数
に
し
て
約

百
八
十
四
万
枚
で
、
一
世
帯
あ
た
り

巡
回
内
職
相
談

7
月
1
7
日
（
金
）

10
時
～
3
時
・
市
役
所
相
談
室

約
．
』
枚
の
宝
く
じ
を
買
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
百
万
円
以
L

の
高
額
当
せ
ん
者
が
県
内
で
五
十
八

人
誕
生
し
ま
し
た
．
申
込
方
法
等
詳

細
は
七
月
十
五
日
の
新
聞
（
朝
刊
）

紙
上
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
星
名
正
之
（
中
条
旭
町
）
十
万

円
…
香
典
返
し
　
▼
宮
沢
定
雄
（
田

中
町
本
通
り
）
一
』
万
円
…
香
典
返
し

▼
佐
藤
マ
サ
（
岩
野
）
二
百
二
円

▼
十
日
町
陸
上
競
技
協
会
　
二
万
円

▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ト
日
町
第
一
団

三
千
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千

円　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
二
十
一
日
図
　
午
後
一
時

～
四
時
半
ま
で
　
高
山
第
三
、
高
田

町
六
丁
目
の
各
】
部
　
▼
七
月
二
十

四
日
囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
塚
原
町
の
一
部
▼
七
月
二
十

五
日
ω
　
午
前
七
時
半
～
十
一
時
半

ま
で
　
北
新
田
第
一
・
二
、
城
之
古

第
一
、
城
之
古
東
町
の
各
一
部
、
明

石
町
　
▼
七
月
二
十
七
日
㈲
　
午
後

一
時
～
四
時
半
ま
で
　
田
中
町
西
の

一
部
▼
七
月
二
十
九
日
困
午
前

九
時
～
午
後
二
時
ま
で
　
船
坂
、
池

沢
、
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ

又
　
▼
七
月
、
二
十
日
困
　
午
前
八
時

～
十
一
時
半
ま
で
　
本
町
六
丁
旦
．
一
、

本
町
七
丁
目
一
、
四
日
町
新
田
第
』
一
、

西
本
町
二
丁
目
、
南
新
田
町
の
各
一

部
、
下
川
原
町
、
本
町
七
丁
目
．
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
、

事
こ
げ
2
　
齢

○
交
通
安
全
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
．
陸
か
ら
空

か
ら
、
保
育
所
や
幼
稚
園
児
か
ら
老

人
ま
で
、
家
庭
か
ら
地
域
、
職
場
で

キ
メ
細
か
な
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
．
運
動
の
成
果
が
着
実
に
浸
透
し

そ
い
る
た
め
か
、
事
故
、
傷
者
と
も

昨
年
同
期
よ
り
文
字
ど
お
り
半
減
し

て
い
ま
す
。
死
亡
事
故
は
、
昨
年
五

月
一
日
に
発
生
し
て
以
来
、
四
百
、
．
、

十
五
日
間
ゼ
ロ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
で
五
百
日
、
年
末
ま
で

で
六
百
目
突
破
。
こ
の
あ
か
る
い
話

題
と
記
録
を
伸
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／世帯数…12，0891推計人ロ…49，225人（男24，068人・女25，157人）※基本台帳人ロ49，779人（6月1日現在）
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　親元を離れて自律し、仲間との集団生活の中か

ら隠れた能力が引き出されてゆく。

・
蕊
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とおガ詐当

　〈水〉は太陽の恵みによ一・てたえず、

地球上をめぐっています。

　しかし、無尽蔵と思一，ている〈水＞

も石油資源と同じように…・・

　　限りある貴重な資源なのです。

　生活水準の向上に伴って使用量は増

墾蕪し．些□
頻
猫
‘切

繁
炎
凸

声
．
羅難
捲
婚

水
を
み
な
お
そ
う

　
勲
懸

く
募
藁

－

イ
　
！
　
　
　
象
婁
撃

　
　
　
　
　
　
　
イ

灘
、
源
灘

　
地
球
上
の
水
は
、
海
や
陸
か
ら
蒸

発
し
て
雲
と
な
り
、
雨
や
雪
と
な
り

再
び
地
上
に
降
り
、
川
と
な
り
地
下

水
と
な
り
や
が
て
ま
た
海
に
戻
り
ま

す
。
た
え
ず
地
球
上
を
め
ぐ
る
水
1
。

　
水
は
生
命
の
源
で
す
。

　
水
は
、
私
た
ち
人
間
は
も
と
よ
り
、

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　　水を大切に使うくふう
～今、くらしの中に“水、、を見なおす～

　
ま
た
、
私
た
ち
の
毎
日
の
く
ら
し

や
、
産
業
活
動
、
農
業
生
産
な
と
を

支
え
る
重
要
な
資
源
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
発
電
、
舟
運
、
観
光
な
ど
、
私

た
ち
は
多
く
の
と
こ
ろ
で
水
と
深
い

か
か
わ
り
を
も
っ
で
い
ま
す

　
ー
か
し
、
こ
の
人
切
な
水
も
、
け

q
し
て
豊
官
田
な
も
の
で
な
・
＼
今
や

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
い
ち
ど
水
を
み
な
お
し
、

こ
の
限
り
あ
る
水
を
大
切
に
使
う
た

め
、
　
．
水
”
の
問
題
を
ひ
と
り
ひ
と

り
が
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
、
、

節
水
型
社
会
を
め
ざ
し
て

昭和56年8月10日
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．
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水
の
需
要
は
、
生
活
水
準
の
向
上

や
産
業
経
済
の
進
展
に
伴
い
今
後
と

も
そ
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
水
源
の

確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
来

ま
す
。
そ
の
反
面
ダ
ム
等
の
開
発
は

次
第
に
困
難
に
な
っ
て
来
る
こ
と
か

ら
、
豊
富
で
低
廉
で
あ
る
と
い
う
従

来
の
水
の
認
識
を
あ
ら
た
め
、
水
が

有
限
で
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
十
分
理
解
し
、

と
も
す
れ
は
、
浪
費
的
で
あ
っ
た
こ

　洗面、炊事には、水の出

を調節して…，節水コマも

あります「

　コノプ3杯程度ですむ歯

みかきも、流しっ放しては

1分間約6εの水のムダ

　
　
れ
ま
で
の
水
利
用
を
あ
ら
た
め
、
節

　
　
水
を
は
じ
め
合
理
的
な
水
の
使
用
に

　
　
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
こ
う
し
た
省
水
資
源
型
の
社
会
を

　
　
　
『
節
水
型
社
会
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
で
き
る
だ
け
豊
か
な
水
資
源
と
、

　
　
恵
ま
れ
た
水
環
境
を
、
次
の
世
代
に

　
　
引
き
継
い
で
ゆ
く
た
め
に
も
、
水
の

　
　
重
要
さ
、
大
切
さ
を
、
わ
た
し
た
ち

　
　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
認
識
す
る
必
要
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
す

　
分
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗
も

鶴
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
器

ε
　
　
』
え

0
は
使

　

2
位
に

もて

の
半
き

も
の
撤

な
湯
さ
り
除

－
残
掃

は
て

　
　
　
　
　
　
　
　
輩
［
　
几

　、先、耀でも、工夫をすれは

1回100εの水てすむはすて

す流しっ放しスタイルた
と2402になります

　バケツ洗いなら5杯てす

む，先車も、流しっ放しのホ

ース，先いては、30杯以上の

水か必要てす

o

十
日
町
市
の
生
活
用
水
は

　
　
地
下
水
に
全
面
依
存

　
上
水
道
（
簡
易
水
道
）
、
上
業
用

水
、
消
雪
用
水
な
ど
、
わ
た
し
た
ち

か
生
活
し
て
い
・
＼
L
で
必
要
な
水
の

ほ
と
ん
ど
を
、
地
下
水
に
依
存
し
て

い
ま
す
．
現
在
、
市
内
に
は
、
約
五

百
本
位
の
井
戸
か
堀
ら
れ
、
そ
れ
は
、

二
～
一
．
、
麿
の
浅
井
戸
か
ら
、
最
高
二

百
層
級
の
深
井
戸
が
各
所
に
あ
り
ま

す
。　
地
中
の
土
砂
や
岩
石
な
ど
の
空
隙

や
割
目
を
満
た
し
て
い
る
水
　
　
地

下
水
は
、
井
戸
の
本
数
か
ら
み
て
も

年
々
そ
の
需
要
量
は
多
く
な
り
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
地
下
水
需
要
の
増

大
の
現
状
は
、
将
来
、
そ
れ
も
近
い

将
来
に
は
必
ず
、
地
盤
沈
下
な
ど
の

地
ド
水
障
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
日
町
市
の
冬

期
間
の
消
雪
用
水
の
実
態
に
は
、
す

で
に
地
下
水
の
枯
渇
と
い
う
現
象
が

各
所
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
は
有
限
の
資
源

　
市
民
生
活
の
向
L
、
市
街
化
区
域

の
人
口
の
増
加
な
ど
や
、
下
水
道
の

整
備
、
流
雪
溝
、
消
雪
パ
イ
プ
の
整

備
な
ど
に
よ
る
生
活
用
水
　
　
地
下

水
の
揚
泳
量
は
年
々
、
確
実
に
増
加

し
て
来
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
地
下
水
は
、
決
し

て
無
限
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。　

私
た
ち
が
、
日
常
の
生
活
の
中
で

つ
い
忘
れ
が
ち
な
“
水
の
大
切
さ
”

を
、
ま
ず
考
え
な
お
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
喉
が
渇
い
た
か
ら
飲
む
水
道
の
水

も
地
ド
水
に
依
存
し
て
い
ま
す
．

（
L
水
道
六
本
、
簡
易
水
道
十
九
本

の
井
戸
が
市
内
に
あ
り
ま
す
。
）
こ
の

地
下
水
利
用
の
水
道
も
、
冬
期
間
は

給
水
が
不
足
し
て
い
る
現
実
な
の
で

す
。　
厚
地
下
水
が
有
限
な
資
源
”
と
い

う
こ
と
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
水

の
有
効
利
用
・
合
理
的
利
用
に
つ
い
、

て
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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結
果
ま

　
工
業
・
農
業
・
生
活
用
水
な
ど
と

し
て
地
ド
水
の
需
要
が
年
々
多
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
昨
年
度
、
東
京
通

産
局
が
、
中
魚
沼
地
域
（
十
日
町
市

・
津
南
町
・
川
西
町
・
中
里
村
）
を

対
象
に
し
て
実
施
し
た
『
地
下
水
利

用
適
正
化
調
査
』
の
結
果
が
、
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
の
内
容
は

qD

現
況
調
査

　
工
業
用
水
・
農
業
用
水
や
水
道
、

消
パ
イ
な
ど
生
活
用
水
等
の
水
源
別

取
水
状
況
、
用
途
別
使
用
状
況
等
の

実
態
調
査

ω
地
下
水
の
観
測
井
の
設
置

　
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
に

そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
所
（
十
目
町
市
は
、

西
本
町
二
、
博
物
館
地
内
に
、
口
径

二
百
五
十
ミ
リ
眉
、
深
度
百
五
十
材
、

の
観
測
井
を
設
置
　
　
写
真
右
下
〉

個
水
理
解
析

　
地
下
水
利
用
状
況
及
び
地
下
地
質

構
造
、
地
下
水
位
、
揚
水
試
験
等
に

基
づ
き
、
地
下
水
の
保
全
、
適
正
利

用
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

に
実
施
。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
内
容
に
よ
り
、

こ
の
地
域
の
安
全
揚
水
量
を
算
出
し
、

地
下
水
の
適
正
、
有
効
利
用
を
は
か

る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

．よ一

ま

地
下
水
の
安
全
揚
水
量

　
地
下
水
利
用
に
あ
た
っ
て
、
水
位

の
低
下
、
枯
渇
、
地
盤
沈
下
な
ど
、

住
民
の
生
活
に
打
撃
を
与
え
な
い
よ

う
に
す
る
有
効
な
揚
水
量
を
安
全
揚

水
量
と
い
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
表
は
、
市
内
約
四
百
五
十

本
の
井
戸
を
対
象
と
し
て
地
下
水
の

利
用
（
揚
水
量
）
が
ど
れ
位
に
な
っ

て
い
る
か
を
調
査
し
、
安
全
揚
水
量

と
の
比
較
（
1
水
収
支
）
を
し
た
も

の
で
す
。

水
収
支

地　　区
安全揚水量

　（㎡／日）

肇　和54年の

　揚水量
　（㎡／日）

水収支
（㎡／日〉

1
　
　
日
　
　
町

中　条
43，500 4，000 十39．500

37，500 10，000 十27．500

1・目町
47，400 40，000 十7．400

37，400 69，500 一32．100

水　沢
18，600 7，000 十11．600

18，600 13，000 十5．600

吉　田
18，900 5，000 十13．900

18，900 5，500 十13．400

（
議
．
＝
舞
鰯
麓
）

憶物館地内に設置された
　　　地下水観測井戸

　
表
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
冬
季
期

に
お
け
る
水
収
支
は
、
市
街
地
で
は

す
で
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
原
因
は

消
雪
パ
イ
プ
と
い
え
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
L
水
道
の
給
水
不
足
に
も
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
市
街
地
以
外

に
お
い
て
も
、
安
全
揚
水
量
と
の
差

が
夏
期
間
に
比
較
し
て
少
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
地
下
水
の
枯
渇
等
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
現
在
、
よ
り
適
正
な
井
戸
の

配
置
と
揚
水
そ
の
も
の
の
検
討
な
ど

今
後
、
地
下
水
の
利
用
に
大
き
な
課

題
を
与
え
た
結
果
報
告
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
地
下
水
利
用
の
適

正
化
を
中
魚
地
域
全
体
の
中
で
と
ら

え
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
有
効
利
用
を

は
か
る
た
め
、
郡
市
の
協
議
会
を
設

置
し
、
井
戸
掘
さ
く
の
際
の
適
正
配

置
や
、
有
限
で
あ
る
地
下
水
の
保
全

の
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
こ
う
し

た
地
下
水
利
用
の
実
態
や
将
来
の
水

利
用
計
画
な
ど
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
生
命
の
源
と
も
い
え
る

．
水
”
を
大
切
に
す
る
生
活
を
、
お

互
い
で
協
力
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　癖聡齢

欝
藪
鰐

シリーズ

Nα5

河
川
流
量
ど
水
資
源

　
水
資
源
は
、
そ
の
源
で
あ
る
降
水

が
、
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
し
か
し
、

水
資
源
を
利
用
す
る
う
え
か
ら
は
、

降
っ
た
雨
が
、
河
川
に
ど
う
流
れ
て

い
る
か
と
い
う
点
が
、
そ
れ
に
も
増

し
て
大
事
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
降
水
量
は
、
年
や
季
節
、
あ
る
い

わ
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
降
水
量
の
少
な
い
時
期
や
地

域
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
前
に
降
っ
た
雨
…

や
雪
は
、
森
林
や
地
中
の
岩
石
の
空

間
や
雪
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
、
徐
々

に
流
れ
出
し
、
河
川
の
流
水
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作
用
が
大
き

け
れ
ば
、
降
水
の
季
節
的
分
布
が
平

均
し
て
い
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
森
林
が
緑
の
ダ
ム
、
雪
は
堤
の
な

い
白
い
ダ
ム
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
り
、
水
資
源
を
利
用
す
る

う
え
か
ら
は
、
年
間
を
通
じ
て
、
安

定
し
た
流
量
が
、
ど
れ
だ
け
河
川
に

あ
る
か
と
い
う
事
が
最
も
大
切
な
要

素
で
す
。

　
河
川
の
流
れ
の
状
態
を
、
数
値
で

知
る
為
に
、
流
出
率
や
河
状
係
数
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
降
水
量
に
対
し
て
、
河
川
の
流
量

が
ど
ん
な
状
態
か
を
知
る
た
め
に
、

降
水
量
の
う
ち
何
暫
が
、
洪
水
と
数

っ
て
、
河
川
に
流
出
す
る
か
を
表
わ

す
の
が
流
出
率
で
す
。
流
出
率
は
、

地
表
の
状
態
、
地
質
、
気
温
や
雨
の

簿
粉
方
等
に
よ
り
左
霜
さ
鱈
壕
癒
の
俵

が
小
い
方
が
、
好
ま
し
い
状
態
と
糖

え
ま
す
。
外
国
み
主
な
河
趨
㊨
流
出
－

率
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
攣
ル
プ
藁
『

に
源
を
発
し
、
ド
ー
ヴ
7
海
峡
縫
鰹
．
「
．

，
ぐ
テ
イ
ン
河
が
最
も
篤
い
寮
で
ず
が
．
～

我
囲
の
流
出
よ
り
は
る
か
籍
小
糖
臓
籍

に
な
っ
て
お
り
．
こ
の
嘉
と
禄
覧
灘
鵜

国
の
河
燐
が
、
降
雨
の
時
に
獄
綴
・

に
、
流
鷺
が
増
茄
し
、
簿
雨
が
総
蓄
ン

と
、
流
糞
ガ
著
し
く
滅
少
ナ
る
毒
懇
懸

気
水
留
が
し
ぞ
い
掻
窮
「
驚

る
事
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
流
量
の
状
況
を
、
ざ
ら
に
議

深
く
知
る
為
に
、
河
状
係
数
が
使
鰺

れ
て
い
ま
す
。
河
状
係
数
と
は
、
そ

の
河
川
の
．
年
問
に
お
け
る
最
も
大
き

い
流
量
の
、
最
も
少
い
流
量
に
対
す

る
割
合
で
あ
り
、
年
間
流
量
の
変
動

世界の主な河川の係数値

河川名 観測地点 河状係数 流出率
信　濃　川
利　根　川
木　曾　川

小　千　谷
栗　　　橋
今　　　渡

109

928
871

｝　岡
80～

吉　野　川
筑　後　川

池　　　田

瀬　ノ　下

5，063

3，750

／7・一

ライン川 ケ　　ル　　ン 16 40～

テマムズ川 テデイントン 8
セイヌ川 ハ　　　　リ 34 10～

ドナウ川 ノイブルブ 17

、
態
知
騰
難
継
懲
毒
．
驚
の
纏
が
小
駆

　
　
　
　
　
メ

　
抵
翠
繁
勤
の
犠
瀞
か
い
籍
嚢
磯
し
奮
．

拳
難
饗
癬
諏
縣
・
婁
驚
職
搾
鷺

が
袋
鋳
雛
奮
聡
灘
薩
、
㎏
下

臓
轍
譲
藻
懸
纏
凄
、
．
委

簾

馨
響
湊
．
懸
婆
糞

　
．
業
糠
奪
鍵
。
轡
、
喉
鷺

丁
－
類
激
姦
選
簾
籔
欝
の
、
な
漁
で
橡
．

藷
擁
嚇
擁
縣
飛
轟
な
贅
で
奮
、

　
褒
難
な
臨
幾
示
し
て
“
雲
す
・
し

’
一
か
し
、
雛
瀬
”
地
点
は
小
千
谷
市
で
あ

、
F
り
、
十
β
群
｛
串
域
で
は
、
発
盤
贋
の
為
、

　
人
為
的
に
流
量
溺
整
が
な
さ
れ
て
お

　
り
、
簸
転
少
い
流
糞
ぱ
、
宮
中
の
魚

　
道
を
流
駕
る
わ
ず
か
な
水
量
で
、
流
養

　
の
変
動
は
極
端
に
激
し
く
、
河
状
係

　
数
は
千
単
位
の
数
嫁
と
な
り
、
水
莉

　
用
の
う
え
か
ら
．
非
轡
吊
化
好
ま
し
く

　
・
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
？
一

　
　
豊
か
な
川
の
流
れ
は
、
豊
か
な
自

　
然
を
育
み
、
私
達
を
物
質
的
に
う
5

　
お
し
、
豊
か
な
舟
の
流
れ
は
、
美
し

　
い
伝
説
や
文
化
を
育
み
、
私
達
の
心

　
を
、
幾
千
年
も
う
る
お
し
て
来
ま
し

　
た
。

　
　
豊
か
な
川
、
そ
れ
は
、
豊
か
な
私

　
達
の
未
来
で
す
。
．



帖
q
o
o

（2

とおガ詐当

　〈水〉は太陽の恵みによ一・てたえず、

地球上をめぐっています。

　しかし、無尽蔵と思一，ている〈水＞

も石油資源と同じように…・・

　　限りある貴重な資源なのです。

　生活水準の向上に伴って使用量は増

墾蕪し．些□
頻
猫
‘切

繁
炎
凸

声
．
羅難
捲
婚

水
を
み
な
お
そ
う

　
勲
懸

く
募
藁

－

イ
　
！
　
　
　
象
婁
撃

　
　
　
　
　
　
　
イ

灘
、
源
灘

　
地
球
上
の
水
は
、
海
や
陸
か
ら
蒸

発
し
て
雲
と
な
り
、
雨
や
雪
と
な
り

再
び
地
上
に
降
り
、
川
と
な
り
地
下

水
と
な
り
や
が
て
ま
た
海
に
戻
り
ま

す
。
た
え
ず
地
球
上
を
め
ぐ
る
水
1
。

　
水
は
生
命
の
源
で
す
。

　
水
は
、
私
た
ち
人
間
は
も
と
よ
り
、

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　　水を大切に使うくふう
～今、くらしの中に“水、、を見なおす～

　
ま
た
、
私
た
ち
の
毎
日
の
く
ら
し

や
、
産
業
活
動
、
農
業
生
産
な
と
を

支
え
る
重
要
な
資
源
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
発
電
、
舟
運
、
観
光
な
ど
、
私

た
ち
は
多
く
の
と
こ
ろ
で
水
と
深
い

か
か
わ
り
を
も
っ
で
い
ま
す

　
ー
か
し
、
こ
の
人
切
な
水
も
、
け

q
し
て
豊
官
田
な
も
の
で
な
・
＼
今
や

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
い
ち
ど
水
を
み
な
お
し
、

こ
の
限
り
あ
る
水
を
大
切
に
使
う
た

め
、
　
．
水
”
の
問
題
を
ひ
と
り
ひ
と

り
が
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
、
、

節
水
型
社
会
を
め
ざ
し
て

昭和56年8月10日

麟
．
難
雛

　
　
　
　
》

（
襲
罫

　
水
の
需
要
は
、
生
活
水
準
の
向
上

や
産
業
経
済
の
進
展
に
伴
い
今
後
と

も
そ
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
水
源
の

確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
来

ま
す
。
そ
の
反
面
ダ
ム
等
の
開
発
は

次
第
に
困
難
に
な
っ
て
来
る
こ
と
か

ら
、
豊
富
で
低
廉
で
あ
る
と
い
う
従

来
の
水
の
認
識
を
あ
ら
た
め
、
水
が

有
限
で
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
十
分
理
解
し
、

と
も
す
れ
は
、
浪
費
的
で
あ
っ
た
こ

　洗面、炊事には、水の出

を調節して…，節水コマも

あります「

　コノプ3杯程度ですむ歯

みかきも、流しっ放しては

1分間約6εの水のムダ

　
　
れ
ま
で
の
水
利
用
を
あ
ら
た
め
、
節

　
　
水
を
は
じ
め
合
理
的
な
水
の
使
用
に

　
　
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
こ
う
し
た
省
水
資
源
型
の
社
会
を

　
　
　
『
節
水
型
社
会
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
で
き
る
だ
け
豊
か
な
水
資
源
と
、

　
　
恵
ま
れ
た
水
環
境
を
、
次
の
世
代
に

　
　
引
き
継
い
で
ゆ
く
た
め
に
も
、
水
の

　
　
重
要
さ
、
大
切
さ
を
、
わ
た
し
た
ち

　
　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
認
識
す
る
必
要
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
す

　
分
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗
も

鶴
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
器

ε
　
　
』
え

0
は
使

　

2
位
に

もて

の
半
き

も
の
撤

な
湯
さ
り
除

－
残
掃

は
て

　
　
　
　
　
　
　
　
輩
［
　
几

　、先、耀でも、工夫をすれは

1回100εの水てすむはすて

す流しっ放しスタイルた
と2402になります

　バケツ洗いなら5杯てす

む，先車も、流しっ放しのホ

ース，先いては、30杯以上の

水か必要てす

o

十
日
町
市
の
生
活
用
水
は

　
　
地
下
水
に
全
面
依
存

　
上
水
道
（
簡
易
水
道
）
、
上
業
用

水
、
消
雪
用
水
な
ど
、
わ
た
し
た
ち

か
生
活
し
て
い
・
＼
L
で
必
要
な
水
の

ほ
と
ん
ど
を
、
地
下
水
に
依
存
し
て

い
ま
す
．
現
在
、
市
内
に
は
、
約
五

百
本
位
の
井
戸
か
堀
ら
れ
、
そ
れ
は
、

二
～
一
．
、
麿
の
浅
井
戸
か
ら
、
最
高
二

百
層
級
の
深
井
戸
が
各
所
に
あ
り
ま

す
。　
地
中
の
土
砂
や
岩
石
な
ど
の
空
隙

や
割
目
を
満
た
し
て
い
る
水
　
　
地

下
水
は
、
井
戸
の
本
数
か
ら
み
て
も

年
々
そ
の
需
要
量
は
多
く
な
り
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
地
下
水
需
要
の
増

大
の
現
状
は
、
将
来
、
そ
れ
も
近
い

将
来
に
は
必
ず
、
地
盤
沈
下
な
ど
の

地
ド
水
障
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
日
町
市
の
冬

期
間
の
消
雪
用
水
の
実
態
に
は
、
す

で
に
地
下
水
の
枯
渇
と
い
う
現
象
が

各
所
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
は
有
限
の
資
源

　
市
民
生
活
の
向
L
、
市
街
化
区
域

の
人
口
の
増
加
な
ど
や
、
下
水
道
の

整
備
、
流
雪
溝
、
消
雪
パ
イ
プ
の
整

備
な
ど
に
よ
る
生
活
用
水
　
　
地
下

水
の
揚
泳
量
は
年
々
、
確
実
に
増
加

し
て
来
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
地
下
水
は
、
決
し

て
無
限
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。　

私
た
ち
が
、
日
常
の
生
活
の
中
で

つ
い
忘
れ
が
ち
な
“
水
の
大
切
さ
”

を
、
ま
ず
考
え
な
お
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
喉
が
渇
い
た
か
ら
飲
む
水
道
の
水

も
地
ド
水
に
依
存
し
て
い
ま
す
．

（
L
水
道
六
本
、
簡
易
水
道
十
九
本

の
井
戸
が
市
内
に
あ
り
ま
す
。
）
こ
の

地
下
水
利
用
の
水
道
も
、
冬
期
間
は

給
水
が
不
足
し
て
い
る
現
実
な
の
で

す
。　
厚
地
下
水
が
有
限
な
資
源
”
と
い

う
こ
と
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
水

の
有
効
利
用
・
合
理
的
利
用
に
つ
い
、

て
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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結
果
ま

　
工
業
・
農
業
・
生
活
用
水
な
ど
と

し
て
地
ド
水
の
需
要
が
年
々
多
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
昨
年
度
、
東
京
通

産
局
が
、
中
魚
沼
地
域
（
十
日
町
市

・
津
南
町
・
川
西
町
・
中
里
村
）
を

対
象
に
し
て
実
施
し
た
『
地
下
水
利

用
適
正
化
調
査
』
の
結
果
が
、
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
の
内
容
は

qD

現
況
調
査

　
工
業
用
水
・
農
業
用
水
や
水
道
、

消
パ
イ
な
ど
生
活
用
水
等
の
水
源
別

取
水
状
況
、
用
途
別
使
用
状
況
等
の

実
態
調
査

ω
地
下
水
の
観
測
井
の
設
置

　
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
に

そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
所
（
十
目
町
市
は
、

西
本
町
二
、
博
物
館
地
内
に
、
口
径

二
百
五
十
ミ
リ
眉
、
深
度
百
五
十
材
、

の
観
測
井
を
設
置
　
　
写
真
右
下
〉

個
水
理
解
析

　
地
下
水
利
用
状
況
及
び
地
下
地
質

構
造
、
地
下
水
位
、
揚
水
試
験
等
に

基
づ
き
、
地
下
水
の
保
全
、
適
正
利

用
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

に
実
施
。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
内
容
に
よ
り
、

こ
の
地
域
の
安
全
揚
水
量
を
算
出
し
、

地
下
水
の
適
正
、
有
効
利
用
を
は
か

る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

．よ一

ま

地
下
水
の
安
全
揚
水
量

　
地
下
水
利
用
に
あ
た
っ
て
、
水
位

の
低
下
、
枯
渇
、
地
盤
沈
下
な
ど
、

住
民
の
生
活
に
打
撃
を
与
え
な
い
よ

う
に
す
る
有
効
な
揚
水
量
を
安
全
揚

水
量
と
い
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
表
は
、
市
内
約
四
百
五
十

本
の
井
戸
を
対
象
と
し
て
地
下
水
の

利
用
（
揚
水
量
）
が
ど
れ
位
に
な
っ

て
い
る
か
を
調
査
し
、
安
全
揚
水
量

と
の
比
較
（
1
水
収
支
）
を
し
た
も

の
で
す
。

水
収
支

地　　区
安全揚水量

　（㎡／日）

肇　和54年の

　揚水量
　（㎡／日）

水収支
（㎡／日〉

1
　
　
日
　
　
町

中　条
43，500 4，000 十39．500

37，500 10，000 十27．500

1・目町
47，400 40，000 十7．400

37，400 69，500 一32．100

水　沢
18，600 7，000 十11．600

18，600 13，000 十5．600

吉　田
18，900 5，000 十13．900

18，900 5，500 十13．400

（
議
．
＝
舞
鰯
麓
）

憶物館地内に設置された
　　　地下水観測井戸

　
表
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
冬
季
期

に
お
け
る
水
収
支
は
、
市
街
地
で
は

す
で
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
原
因
は

消
雪
パ
イ
プ
と
い
え
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
L
水
道
の
給
水
不
足
に
も
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
市
街
地
以
外

に
お
い
て
も
、
安
全
揚
水
量
と
の
差

が
夏
期
間
に
比
較
し
て
少
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
地
下
水
の
枯
渇
等
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
現
在
、
よ
り
適
正
な
井
戸
の

配
置
と
揚
水
そ
の
も
の
の
検
討
な
ど

今
後
、
地
下
水
の
利
用
に
大
き
な
課

題
を
与
え
た
結
果
報
告
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
地
下
水
利
用
の
適

正
化
を
中
魚
地
域
全
体
の
中
で
と
ら

え
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
有
効
利
用
を

は
か
る
た
め
、
郡
市
の
協
議
会
を
設

置
し
、
井
戸
掘
さ
く
の
際
の
適
正
配

置
や
、
有
限
で
あ
る
地
下
水
の
保
全

の
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
こ
う
し

た
地
下
水
利
用
の
実
態
や
将
来
の
水

利
用
計
画
な
ど
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
生
命
の
源
と
も
い
え
る

．
水
”
を
大
切
に
す
る
生
活
を
、
お

互
い
で
協
力
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　癖聡齢

欝
藪
鰐

シリーズ

Nα5

河
川
流
量
ど
水
資
源

　
水
資
源
は
、
そ
の
源
で
あ
る
降
水

が
、
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
し
か
し
、

水
資
源
を
利
用
す
る
う
え
か
ら
は
、

降
っ
た
雨
が
、
河
川
に
ど
う
流
れ
て

い
る
か
と
い
う
点
が
、
そ
れ
に
も
増

し
て
大
事
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
降
水
量
は
、
年
や
季
節
、
あ
る
い

わ
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
降
水
量
の
少
な
い
時
期
や
地

域
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
前
に
降
っ
た
雨
…

や
雪
は
、
森
林
や
地
中
の
岩
石
の
空

間
や
雪
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
、
徐
々

に
流
れ
出
し
、
河
川
の
流
水
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作
用
が
大
き

け
れ
ば
、
降
水
の
季
節
的
分
布
が
平

均
し
て
い
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
森
林
が
緑
の
ダ
ム
、
雪
は
堤
の
な

い
白
い
ダ
ム
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
り
、
水
資
源
を
利
用
す
る

う
え
か
ら
は
、
年
間
を
通
じ
て
、
安

定
し
た
流
量
が
、
ど
れ
だ
け
河
川
に

あ
る
か
と
い
う
事
が
最
も
大
切
な
要

素
で
す
。

　
河
川
の
流
れ
の
状
態
を
、
数
値
で

知
る
為
に
、
流
出
率
や
河
状
係
数
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
降
水
量
に
対
し
て
、
河
川
の
流
量

が
ど
ん
な
状
態
か
を
知
る
た
め
に
、

降
水
量
の
う
ち
何
暫
が
、
洪
水
と
数

っ
て
、
河
川
に
流
出
す
る
か
を
表
わ

す
の
が
流
出
率
で
す
。
流
出
率
は
、

地
表
の
状
態
、
地
質
、
気
温
や
雨
の

簿
粉
方
等
に
よ
り
左
霜
さ
鱈
壕
癒
の
俵

が
小
い
方
が
、
好
ま
し
い
状
態
と
糖

え
ま
す
。
外
国
み
主
な
河
趨
㊨
流
出
－

率
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
攣
ル
プ
藁
『

に
源
を
発
し
、
ド
ー
ヴ
7
海
峡
縫
鰹
．
「
．

，
ぐ
テ
イ
ン
河
が
最
も
篤
い
寮
で
ず
が
．
～

我
囲
の
流
出
よ
り
は
る
か
籍
小
糖
臓
籍

に
な
っ
て
お
り
．
こ
の
嘉
と
禄
覧
灘
鵜

国
の
河
燐
が
、
降
雨
の
時
に
獄
綴
・

に
、
流
鷺
が
増
茄
し
、
簿
雨
が
総
蓄
ン

と
、
流
糞
ガ
著
し
く
滅
少
ナ
る
毒
懇
懸

気
水
留
が
し
ぞ
い
掻
窮
「
驚

る
事
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
流
量
の
状
況
を
、
ざ
ら
に
議

深
く
知
る
為
に
、
河
状
係
数
が
使
鰺

れ
て
い
ま
す
。
河
状
係
数
と
は
、
そ

の
河
川
の
．
年
問
に
お
け
る
最
も
大
き

い
流
量
の
、
最
も
少
い
流
量
に
対
す

る
割
合
で
あ
り
、
年
間
流
量
の
変
動

世界の主な河川の係数値

河川名 観測地点 河状係数 流出率
信　濃　川
利　根　川
木　曾　川

小　千　谷
栗　　　橋
今　　　渡

109

928
871

｝　岡
80～

吉　野　川
筑　後　川

池　　　田

瀬　ノ　下

5，063

3，750

／7・一

ライン川 ケ　　ル　　ン 16 40～

テマムズ川 テデイントン 8
セイヌ川 ハ　　　　リ 34 10～

ドナウ川 ノイブルブ 17

、
態
知
騰
難
継
懲
毒
．
驚
の
纏
が
小
駆

　
　
　
　
　
メ

　
抵
翠
繁
勤
の
犠
瀞
か
い
籍
嚢
磯
し
奮
．

拳
難
饗
癬
諏
縣
・
婁
驚
職
搾
鷺

が
袋
鋳
雛
奮
聡
灘
薩
、
㎏
下

臓
轍
譲
藻
懸
纏
凄
、
．
委

簾

馨
響
湊
．
懸
婆
糞

　
．
業
糠
奪
鍵
。
轡
、
喉
鷺

丁
－
類
激
姦
選
簾
籔
欝
の
、
な
漁
で
橡
．

藷
擁
嚇
擁
縣
飛
轟
な
贅
で
奮
、

　
褒
難
な
臨
幾
示
し
て
“
雲
す
・
し

’
一
か
し
、
雛
瀬
”
地
点
は
小
千
谷
市
で
あ

、
F
り
、
十
β
群
｛
串
域
で
は
、
発
盤
贋
の
為
、

　
人
為
的
に
流
量
溺
整
が
な
さ
れ
て
お

　
り
、
簸
転
少
い
流
糞
ぱ
、
宮
中
の
魚

　
道
を
流
駕
る
わ
ず
か
な
水
量
で
、
流
養

　
の
変
動
は
極
端
に
激
し
く
、
河
状
係

　
数
は
千
単
位
の
数
嫁
と
な
り
、
水
莉

　
用
の
う
え
か
ら
．
非
轡
吊
化
好
ま
し
く

　
・
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
？
一

　
　
豊
か
な
川
の
流
れ
は
、
豊
か
な
自

　
然
を
育
み
、
私
達
を
物
質
的
に
う
5

　
お
し
、
豊
か
な
舟
の
流
れ
は
、
美
し

　
い
伝
説
や
文
化
を
育
み
、
私
達
の
心

　
を
、
幾
千
年
も
う
る
お
し
て
来
ま
し

　
た
。

　
　
豊
か
な
川
、
そ
れ
は
、
豊
か
な
私

　
達
の
未
来
で
す
。
．
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おもな使いみち

国県工事費負担金

五升苗橋架替工事ほか

防雪（消雪パイプ、雪崩防止柵）工事

除雪ドーザ購入

新座線道路改良工事、用地買収費ほか

十日町総合公園基本計画策定委託料

八幡田市営住宅建設

教育費

東下組小校舎屋体増改築

川治小校舎、給食棟増改築

十日町中校舎建設

南中校舎建設

教員住宅建設（吉田地区）

水沢小プール新設

武道館建設

市民スキー場ジャンプ台建設ほか

信濃川運動公園整備

市営テニスコート照明

災害復旧費

農林災害復旧工事

土木災害復旧工事

総務費

魅力ある郷土建設モデル事業　　　　　　　1，500万円

地城集会施設助成（3鮮）　　　　　　　　886万円

民生費

老人橿祉センター（羽根川荘）建設　　　1億5，268万円
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塩ノ又森林公園造成　　　　　　　　　　5，614万円
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苗場山麓開発、　　光、消費者行政　対策、公園管理、

林業、水産、国調　　エ場誘致　　　　環境衛生、清掃費
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市
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
二
回
に
分
け
て
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
．

　
今
回
は
、
五
十
五
年
度
決
算
と
五
十
六
年
度
六
月
末
予
算
及
び

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
五
十
五
年
度
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
地
方
交
付
税
、
国

県
支
出
金
が
大
幅
に
伸
び
、
教
育
・
土
木
・
福
祉
を
重
点
に
、
積

極
的
に
社
会
資
本
の
充
実
と
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
と
め
た
結
果

は
じ
め
て
百
億
円
を
超
え
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

勤麟霧

　　　　霧　

（55億6091万円）

　　1億3902万円　　　　　　　財政対策債

　　　　　　　　　5868万円
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　総務費　　民生費　　土木費　　教育費
　17，928円　　　　34，448円　　　　42，427円　　　　52，822円
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交通安全、雪害

対策、庁舎管理

広報、選挙

　　ノ

鵬
老人、児童福祉　　道路、橋梁、除

生活保護、保育　　雪、河川、都市

所、国民年金　　　計画、住宅

小学校、中学校

社会教育、保健

体育、学校給食

市民税
　10億2645万円

　　　46．8％

　　　　　　市税の状況その他
g660万円　　21億9625万円
4．4％

嬬緊　購
　　　　　消費税
　　　1億4942万円
　　　　　6．2％
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おもな使いみち

国県工事費負担金

五升苗橋架替工事ほか

防雪（消雪パイプ、雪崩防止柵）工事

除雪ドーザ購入

新座線道路改良工事、用地買収費ほか

十日町総合公園基本計画策定委託料

八幡田市営住宅建設

教育費

東下組小校舎屋体増改築

川治小校舎、給食棟増改築

十日町中校舎建設

南中校舎建設

教員住宅建設（吉田地区）

水沢小プール新設

武道館建設

市民スキー場ジャンプ台建設ほか

信濃川運動公園整備

市営テニスコート照明

災害復旧費

農林災害復旧工事

土木災害復旧工事

総務費

魅力ある郷土建設モデル事業　　　　　　　1，500万円

地城集会施設助成（3鮮）　　　　　　　　886万円

民生費

老人橿祉センター（羽根川荘）建設　　　1億5，268万円

衛生費

へざ地患者輸送用雪上車、及びジープ購入　　854万円

保健センター建設　　　　　　　　　　2億6，830万円

農林水産業費

東下組地区生活改善センター匙設　　陀　2∫06α万円

　　　　　　　　　　ノ土地改良事業補助金　　　　　　　　　　2，583万円

就業改善センダー建設　　　　　　　　　3，732万円

塩ノ又森林公園造成　　　　　　　　　　5，614万円

林道開設（薬師、山谷、稲葉線）　　　　　4，472万円

商工費

商業近代化地城計画策定事業補助金　　　　400万円

笠置キャンプ場整備　　　　　　　　　　　500万円

土木費

道路改良舗装、新設　　　　　　　　　5億5，766万円、

道路改良工事に伴う用地買収費ほか　　1億3，α73万円

　　　　　　　　　　　4，527万円
　2，213万円

1億6，078万円

　1，648万円

　2，564万円

　2，000万円

2億2，740万円
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　5，317万円

　3，153万円

1億9，420万円

　1，807万円
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　520万円

1，685万円

2，011万円
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　その他　公債費　教育費　消防費　土木費　　☆3億　　　　　　　会6億　　　　　　　☆25億　　　　　　　☆2億　　　　　　　☆17億

　　　　5013万円　　　　　　8040万円　　　　　　5668万円　　　　　　8238万円　　　　　　8450万円
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　　◎7，034円　　　　　◎13，668円　　　　　◎51，360円　　　　　◎5，673円　　　　　◎35，84β円

、一一一一一一一一一◎市民1人当たり　200，755円（56．6．1現在の人ロで計算）一一一一一一一ノ

〈市税の内訳〉
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〈公共事業執行状況〉

◆6月末予算61億375万円
幽執行済額44億3745万円
　　　　（執行率　72．7％）
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　　　　　　　　　　　　　　　負担金
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。
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。
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。
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そ．他π

■
津南町

0，700人



1
略
q
o
o

（6）

とおガ夢3昭和56年8月10日

56
年
轟
月
殊
磧
瀞

費
　
円

　
　
万
　
円

生
62％
8
5

　
億
96
0
β

　
5
　
　
ε
－

　
　
　
　
　

衛
☆
　
◇
◎

費
円
業
万
　
円

産
　
oo
％
82

水
億
7
7
8
5

林
4
　
牛
9

農
☆
　
◇
◎

　その他　公債費　教育費　消防費　土木費　　☆3億　　　　　　　会6億　　　　　　　☆25億　　　　　　　☆2億　　　　　　　☆17億

　　　　5013万円　　　　　　8040万円　　　　　　5668万円　　　　　　8238万円　　　　　　8450万円

　　◇3．5％　　　◇6．8％　　　◇25．6％　　　◇2．8％　　　◇17・8％
　　◎7，034円　　　　　◎13，668円　　　　　◎51，360円　　　　　◎5，673円　　　　　◎35，84β円

、一一一一一一一一一◎市民1人当たり　200，755円（56．6．1現在の人ロで計算）一一一一一一一ノ

〈市税の内訳〉

23億6082万円

欝薫

市　民　税

一11億1753万円

固定資産税

一8億4910万円

たばこ消費税

1億6874万円

電　気　　税

1億2500万円

そ　　の　　他

－
・
馨
撃
團

鑑
儀
麗
鞠
圃

　
　
　
　
　
　
　
晦

碗

費
　
円

　
　
万
　
円

エ
4
9
％
2
8

　
億
5
8
6
乏

　
6
　
　
ε
3

　
　
　
　
　

商
☆
　
◇
◎

　
　
　
　
　
　
0

諭・
襲

拶　　　　　u　　　　　　　　地方交付税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26億
　　　　　　　　　　　　　　市　税
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1232万円

㊦　　　　　　　　　　　　　　23億　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．1％
　　　　　　　　　　　　　　　6082万円
　　　　　　　　国庫支出金　　　23．6％

　　　　　　　　　　ユア　

㊥　　　　　　儀　　4234万円　　　　　　　触　　　17．5％
　　　　　　　　　　駕
　　　　　冶群　　　瓢今

　　　　　々㌦、え9％麓．．塁羅

　　　　その他　　　　　　・m　”
　　　　　15億6980万円　15．7％

6
月
末
予
算

9
9
億
9
3
4
0
万
円

当
初
予
算

9
7
億
9
6
0
0
万
円

’
ー
膿
ー
曜
薩
唇
匪
－
一
l
l
l
I
ー
聲
ー
l
l
I
一
1
ー
鍾
匿
隻

〈公共事業執行状況〉
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幽執行済額44億3745万円
　　　　（執行率　72．7％）
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単独事業◆17億3512万円
　　　　囹10億2179万円（58．9％）
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轟あたりありま世んか

もう一康チ＝ツクした恥准意個尋

るそりをアアフ
パーマをかけ染めている

　
「
　
タ
　
ラ
　
や

ケ内
夕

が3～5個

（ケン力用：

姦観

とを開ける高

上着はゆった

して丈が長㌧

腕には
ブレスレット

指輪

繍
F、裏側‘こ車llしゅ8）

サイドペンツ
また上が長い

ベンドは細目で下の方

ズポンはストレート

！
◇

顔‘3薄化粧

つけまうげ、アイシャドウ

ロ紅の代わりにシャインリップ

眉毛は剃って緬く措く

　　　　　ビアスを髪で，

　　　　　　　　　ネック

　　　　ツメをとがらせ

　　　　マニキュア

スズ（鈴）やキーホルダ・

　自分で長く作り変える

　ビニール色テープ

　　暢は化粧鱒」

昭和56年8月10日

スカートは長

ピンクまたは白ソック
　（スカートの
　　すそとすれすれ

黒の高級皮靴

　　（スリップ・オン

　最近、中学生、高校生の服装の乱れが問題になっています。服装

の乱れは心の乱れであり、非行につながる注意信号です。家庭で、

もう一度チェックして青少年の非行防止につとめましょう。

一青少年育成十日町市民会議一
　良転準の盗難や乗》捨てが多くなうていま1す。自転寡

防犯登録（自転章燈さんでできます）、総名、施錠をし

ましょう。
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・
大
民
踊
流
し
に
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＋
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）
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大
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ま
す
。
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に
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一
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る
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で
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
明
石
万
灯
ど
大
民
踊

流
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
は
、

参
加
し
て
こ
そ
楽
し
み
も
倍
加
さ
れ

る
も
の
、
是
非
、
地
域
や
職
場
、
サ

ー
ク
ル
、
愛
好
会
で
明
石
万
灯
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
八
月
二
十
五
日
　
午
後
七
時

　
　
　
～
十
時
（
予
定
）

種
目
　
民
踊
流
し
、
明
石
万
灯

申
込
場
所
　
十
日
町
商
工
会
議
所

（
雪
七
－
五
一
一
一
番
）

締
切
り
　
八
月
二
十
日
（
当
日
の
飛

び
入
り
も
大
歓
迎
）

※
明
石
万
灯
　
昭
和
五
十
四
年
に
商

工
会
議
所
商
業
部
会
が
、
ま
つ
り
は

自
分
達
で
楽
し
む
も
の
、
自
分
達
の

手
で
造
り
、
自
分
達
で
担
ご
う
で
は

な
い
か
と
の
発
想
か
ら
始
め
た
。

形
態
は
自
由
、
費
用
を
か
け
な
く
と

も
地
域
や
職
場
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
の
子
供
み
こ
し
も
大
歓
迎
。

※
大
民
踊
流
し
　
曲
目
は
十
日
町
小

唄
三
回
、
深
雪
甚
句
二
回
の
繰
り
返

し
で
す
。
老
い
も
若
き
も
子
供
さ
ん

も
夏
休
み
の
一
日
を
踊
り
と
お
し
て

み
ま
し
ょ
う
．
仮
装
に
よ
る
踊
り
の

出
場
者
も
大
歓
迎
で
す
。

諏訪まつり交通規制

　25日（火）正午から27日困いっぱい

川治・昭和町線の昭和町2、3、

4、及び泉町が露店出店のため全

面交通止めになります。

　
知
恵
が
少
し
遅
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
悪
知
恵
も
出
な

い
わ
け
で
、
知
恵
遅
れ
の
人
は
本
来

非
常
に
純
真
な
心
の
持
ち
主
で
す
。

　
行
動
は
具
体
的
で
直
接
的
で
す
。

ち
ょ
っ
と
親
切
に
し
て
や
る
と
「
田

村
先
生
美
人
〃
」
と
知
っ
て
い
る
限

り
の
言
葉
を
使
っ
て
喜
び
の
心
を
表

現
し
て
く
れ
ま
す
。
　
（
本
当
は
そ
う

で
は
な
く
て
も
そ
の
心
は
嬉
し
い
も

の
で
す
）

　
一
見
の
ん
気
そ
う
な
こ
の
子
ど
も

達
も
実
は
苦
労
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
障
害
の
た
め
と
は
言
え
舌
が
厚

く
言
葉
が
は
っ
き
り
言
え
な
い
子
が

い
ま
す
が
、
努
力
し
て
話
し
て
も
人

に
通
じ
な
か
っ
た
り
、
意
味
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
人
な
つ
こ
く
誰
か
と
遊
び
た
く
て

ち
ょ
っ
と
人
に
い
た
ず
ら
し
て
、
そ

れ
が
程
度
や
加
減
が
わ
か
ら
ず
、
や

り
過
ぎ
て
失
敗
に
終
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
あ
り
が
た
い
こ
と
に

最
近
は
ば
か
に
す
る
人
や
、
奇
異
な

目
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
少
な

く
、
学
校
生
活
に
し
ろ
町
内
子
ど
も

会
に
し
ろ
、
み
ん
な
の
中
で
、
そ
れ

な
り
の
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
集
団

の
中
の
一
人
と
し
て
元
気
に
活
動
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
学
校
で
は
、
丈
夫
な
身
体
で
仕
事

を
イ
ヤ
が
ら
な
い
明
る
い
子
に
な
ろ

う
と
い
う
目
標
略
＼
そ
れ
ぞ
れ
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
卒
業
と
な
る

と
ま
た
一
つ
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
健

常
児
な
ら
高
校
、
大
学
と
進
む
こ
と

が
出
来
ま
す
が
、
人
の
何
倍
も
努
力

し
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
こ
の
人
達

に
仕
事
を
教
え
て
く
れ
る
場
が
非
常

に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
「
大

学
へ
出
す
つ
も
り
で
仕
事
を
教
え
た

い
の
で
す
が
…
…
」
と
い
う
ご
両
親

の
声
も
耳
に
し
ま
す
。

　
今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
各

地
に
施
設
が
出
来
、
各
種
の
行
事
も

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
を
出

発
点
と
し
て
、
こ
の
人
々
の
長
い
生

涯
が
、
そ
れ
な
り
の
自
信
と
生
き
が

い
の
あ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
と
祈

っ
て
い
ま
す
。
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～8月1日・市民と語る日～

　
八
月
一
日
の
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
み
、
身

障
者
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
行
わ
れ
、
視
覚
、
聴
覚
障
害

者
会
、
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会
な
ど
の
障
害
者
団
体
や
、
手
話
サ
ー
ク

ル
、
朗
読
奉
仕
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
建
設
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
結
成
な
ど
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で

は
、
出
さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
は
一
つ
一
つ
文
書
で
回
答
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
話
し
あ
わ
れ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
日
の
市
民
と
語
る
且
は
、
最
初

に
四
十
人
の
参
加
者
か
ら
、
日
頃
、

障
害
者
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

こ
と
全
部
出
し
て
も
ら
い
、
市
長
が

回
答
し
、
そ
の
後
、
順
次
一
問
一
答

を
す
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
耳
が
不
自
由
な
鍬
柄
沢
の
桑
原
悟

さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
話
サ

；
ク
ル
の
手
話
を
通
じ
て
「
夏
場
は

製
材
工
と
し
て
働
き
冬
場
は
失
業
し

て
い
る
じ
職
業
安
定
所
に
雇
用
保
険

を
も
ら
い
に
行
く
の
に
も
、
メ
モ
で

話
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

意
味
が
通
じ
に
く
い
。
時
に
は
困
っ

た
顔
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
病
院

に
行
っ
て
も
病
状
を
医
師
に
伝
え
ら

れ
な
い
。
公
共
機
関
の
窓
口
に
は
手

話
の
で
き
る
人
が
い
て
欲
し
い
が
、

と
り
あ
え
ず
福
祉
事
務
所
に
手
話
通

訳
者
の
配
置
を
．
車
イ
ス
や
白
い
杖

を
つ
い
て
歩
い
て
い
る
人
は
一
目
み

れ
ば
障
害
者
と
わ
か
る
の
で
援
助
が

で
き
る
が
、
聴
覚
障
害
者
の
場
合
、

普
段
は
一
般
の
人
と
変
ら
な
い
。
道

路
を
歩
い
て
い
て
後
ろ
か
ら
ク
ラ
ク
・

シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ
て
も
聞
え
な
い
。

一
目
で
聴
覚
障
害
者
と
解
る
方
法
を

考
え
、
運
転
手
か
ら
も
注
意
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た

視
覚
障
害
の
土
市
の
丸
山
和
一
郎
さ

ん
は
「
今
冬
の
雪
ほ
り
は
大
変
だ
っ

た
。
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
除
雪
人

夫
の
手
配
を
し
て
欲
し
い
。
盲
人
用

の
信
号
機
を
高
田
町
の
交
差
点
に
も
。

ア
ー
ヶ
ー
ド
の
通
路
に
商
品
を
陳
列

重
度
身
障
の
大
島
さ
ん
も

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

し
て
お
く
店
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
出
さ

な
い
で
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
越

路
町
に
あ
る
福
祉
施
設
「
み
の
わ
の

里
」
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
車
で
駆

け
つ
け
た
野
上
友
吉
さ
ん
は
「
十
日

町
を
離
れ
て
も
一
日
も
十
日
町
の
こ

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
市
の

情
報
を
知
り
た
い
の
で
広
報
紙
を
送

っ
て
欲
し
い
．
障
害
者
に
対
し
て
の

理
解
と
温
か
い
心
を
」
と
話
し
、
一

緒
に
参
加
し
た
、
両
手
足
が
不
自
由
、

言
語
障
害
も
あ
る
大
島
栄
三
さ
ん
は

「
保
育
所
を
二
階
建
に
し
て
、
上
を
障

害
者
の
施
設
に
し
て
欲
し
い
。
子
供

た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
な
が
ら
生
活

し
、
月
に
千
円
で
も
二
千
円
で
も
稼

げ
た
ら
生
き
が
い
に
な
る
。
子
供
た

ち
も
、
小
さ
い
時
か
ら
障
害
者
と
接

す
る
機
会
を
作
っ
た
ら
障
害
者
や
人

間
へ
の
思
い
や
り
も
育
つ
は
ず
だ
」

と
不
自
由
な
口
を
必
死
で
動
か
し
、

動
か
な
い
身
体
の
全
身
を
使
っ
て
訴

え
、
市
長
に
自
作
の
詩
集
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

朗
読
奉
仕
会
の
長
谷
川
キ
ミ
さ
ん
は

「
家
庭
に
い
る
主
婦
に
は
時
間
が
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

に
は
多
く
参
加
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
は
す

く
な
い
。
身
体
の
運
動
だ
け
で
な
く

心
の
運
動
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

是
非
、
主
婦
な
ど
に
呼
び
か
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
開
発
し
て
欲
し
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
親
の
姿
を

見
る
こ
と
は
子
供
の
教
育
に
も
よ
い

は
ず
だ
と
話
し
、
青
年
会
議
所
の

、
中
村
敏
英
さ
ん
は
、
同
じ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
立
場
か
ら
「
個
人
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
沢
山
い
る
の
だ
が
、
き
っ
か

け
が
つ
か
め
な
い
で
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
み
た
い
な
も
の
を
作

り
、
個
人
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
タ
ウ

ン
ホ
ー
ム
の
建
設
」
「
雇
用
の
促
進
」

「
施
設
入
所
者
の
車
で
の
送
迎
」
「
歩

道
と
車
道
の
間
の
ス
・
㌧
フ
を
な
だ

ら
か
に
」
　
「
バ
ス
に
乗
れ
な
い
人
の

た
め
に
タ
ク
シ
ー
券
を
」
　
「
精
神
障

　
　
　
　
　
　
　
ひ

害
者
福
祉
法
の
制
定
」
　
「
福
祉
バ
ス

の
導
入
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
望
に
答
え
て
諸
里
市
長
は
「
卒

直
な
話
し
が
聞
け
て
大
変
よ
か
っ
た
。

こ
の
会
で
出
さ
れ
た
問
題
は
一
つ
一

つ
真
剣
に
検
討
す
る
。
タ
ウ
ン
ホ
ー

ム
の
建
設
は
五
十
九
年
度
に
計
画
し

て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
は
、
指
導
者
の
養
成
な
ど
行
政

が
や
る
部
分
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や

っ
て
も
ら
う
部
分
を
明
確
に
し
て
で

き
る
だ
け
援
助
し
た
い
．
国
際
障
害

者
年
の
テ
ー
マ
が
完
全
参
加
と
平
等

と
い
う
こ
と
だ
が
、
障
害
者
自
身
も

社
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
あ
る
時

は
冷
た
い
風
に
た
ち
向
う
勇
気
を
も

っ
て
欲
し
い
。
行
政
は
、
そ
の
た
め

の
で
き
る
だ
け
の
助
力
は
す
る
」
と

約
束
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
対
し
て

は
、
今
日
、
十
日
付
で
一
件
一
件
の

問
題
に
対
し
文
書
で
回
答
し
ま
し
た
。

　
（
回
答
の
内
容
は
二
十
五
日
号
に
掲

載
し
ま
す
）

聴覚障害者には、手話通訳
　　　　　　もまじえて
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轟あたりありま世んか

もう一康チ＝ツクした恥准意個尋

るそりをアアフ
パーマをかけ染めている

　
「
　
タ
　
ラ
　
や

ケ内
夕

が3～5個

（ケン力用：

姦観

とを開ける高

上着はゆった

して丈が長㌧

腕には
ブレスレット

指輪

繍
F、裏側‘こ車llしゅ8）

サイドペンツ
また上が長い

ベンドは細目で下の方

ズポンはストレート

！
◇

顔‘3薄化粧

つけまうげ、アイシャドウ

ロ紅の代わりにシャインリップ

眉毛は剃って緬く措く

　　　　　ビアスを髪で，

　　　　　　　　　ネック

　　　　ツメをとがらせ

　　　　マニキュア

スズ（鈴）やキーホルダ・

　自分で長く作り変える

　ビニール色テープ

　　暢は化粧鱒」

昭和56年8月10日

スカートは長

ピンクまたは白ソック
　（スカートの
　　すそとすれすれ

黒の高級皮靴

　　（スリップ・オン

　最近、中学生、高校生の服装の乱れが問題になっています。服装

の乱れは心の乱れであり、非行につながる注意信号です。家庭で、

もう一度チェックして青少年の非行防止につとめましょう。

一青少年育成十日町市民会議一
　良転準の盗難や乗》捨てが多くなうていま1す。自転寡

防犯登録（自転章燈さんでできます）、総名、施錠をし

ましょう。

明
石
万
灯
・
大
民
踊
流
し
に
参
加
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
八
月
二
十
五
日
1

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
　
樹

　
　
国
際
障
害
者
年

障
害
児
教
育

　
　
　
を
担
当
し
て

田
村
佳
（
＋
小
教
諭
）

　
今
年
も
、
八
月
二
十
五
日
～
二
十

七
日
ま
で
諏
訪
神
社
の
大
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
二
十
五
日
に
は
、
真
夏
の

一
夜
を
市
民
ぐ
る
み
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
明
石
万
灯
ど
大
民
踊

流
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
は
、

参
加
し
て
こ
そ
楽
し
み
も
倍
加
さ
れ

る
も
の
、
是
非
、
地
域
や
職
場
、
サ

ー
ク
ル
、
愛
好
会
で
明
石
万
灯
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
八
月
二
十
五
日
　
午
後
七
時

　
　
　
～
十
時
（
予
定
）

種
目
　
民
踊
流
し
、
明
石
万
灯

申
込
場
所
　
十
日
町
商
工
会
議
所

（
雪
七
－
五
一
一
一
番
）

締
切
り
　
八
月
二
十
日
（
当
日
の
飛

び
入
り
も
大
歓
迎
）

※
明
石
万
灯
　
昭
和
五
十
四
年
に
商

工
会
議
所
商
業
部
会
が
、
ま
つ
り
は

自
分
達
で
楽
し
む
も
の
、
自
分
達
の

手
で
造
り
、
自
分
達
で
担
ご
う
で
は

な
い
か
と
の
発
想
か
ら
始
め
た
。

形
態
は
自
由
、
費
用
を
か
け
な
く
と

も
地
域
や
職
場
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
の
子
供
み
こ
し
も
大
歓
迎
。

※
大
民
踊
流
し
　
曲
目
は
十
日
町
小

唄
三
回
、
深
雪
甚
句
二
回
の
繰
り
返

し
で
す
。
老
い
も
若
き
も
子
供
さ
ん

も
夏
休
み
の
一
日
を
踊
り
と
お
し
て

み
ま
し
ょ
う
．
仮
装
に
よ
る
踊
り
の

出
場
者
も
大
歓
迎
で
す
。

諏訪まつり交通規制

　25日（火）正午から27日困いっぱい

川治・昭和町線の昭和町2、3、

4、及び泉町が露店出店のため全

面交通止めになります。

　
知
恵
が
少
し
遅
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
悪
知
恵
も
出
な

い
わ
け
で
、
知
恵
遅
れ
の
人
は
本
来

非
常
に
純
真
な
心
の
持
ち
主
で
す
。

　
行
動
は
具
体
的
で
直
接
的
で
す
。

ち
ょ
っ
と
親
切
に
し
て
や
る
と
「
田

村
先
生
美
人
〃
」
と
知
っ
て
い
る
限

り
の
言
葉
を
使
っ
て
喜
び
の
心
を
表

現
し
て
く
れ
ま
す
。
　
（
本
当
は
そ
う

で
は
な
く
て
も
そ
の
心
は
嬉
し
い
も

の
で
す
）

　
一
見
の
ん
気
そ
う
な
こ
の
子
ど
も

達
も
実
は
苦
労
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
障
害
の
た
め
と
は
言
え
舌
が
厚

く
言
葉
が
は
っ
き
り
言
え
な
い
子
が

い
ま
す
が
、
努
力
し
て
話
し
て
も
人

に
通
じ
な
か
っ
た
り
、
意
味
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
人
な
つ
こ
く
誰
か
と
遊
び
た
く
て

ち
ょ
っ
と
人
に
い
た
ず
ら
し
て
、
そ

れ
が
程
度
や
加
減
が
わ
か
ら
ず
、
や

り
過
ぎ
て
失
敗
に
終
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
あ
り
が
た
い
こ
と
に

最
近
は
ば
か
に
す
る
人
や
、
奇
異
な

目
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
少
な

く
、
学
校
生
活
に
し
ろ
町
内
子
ど
も

会
に
し
ろ
、
み
ん
な
の
中
で
、
そ
れ

な
り
の
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
集
団

の
中
の
一
人
と
し
て
元
気
に
活
動
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
学
校
で
は
、
丈
夫
な
身
体
で
仕
事

を
イ
ヤ
が
ら
な
い
明
る
い
子
に
な
ろ

う
と
い
う
目
標
略
＼
そ
れ
ぞ
れ
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
卒
業
と
な
る

と
ま
た
一
つ
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
健

常
児
な
ら
高
校
、
大
学
と
進
む
こ
と

が
出
来
ま
す
が
、
人
の
何
倍
も
努
力

し
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
こ
の
人
達

に
仕
事
を
教
え
て
く
れ
る
場
が
非
常

に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
「
大

学
へ
出
す
つ
も
り
で
仕
事
を
教
え
た

い
の
で
す
が
…
…
」
と
い
う
ご
両
親

の
声
も
耳
に
し
ま
す
。

　
今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
各

地
に
施
設
が
出
来
、
各
種
の
行
事
も

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
を
出

発
点
と
し
て
、
こ
の
人
々
の
長
い
生

涯
が
、
そ
れ
な
り
の
自
信
と
生
き
が

い
の
あ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
と
祈

っ
て
い
ま
す
。

聾
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～8月1日・市民と語る日～

　
八
月
一
日
の
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
み
、
身

障
者
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
行
わ
れ
、
視
覚
、
聴
覚
障
害

者
会
、
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会
な
ど
の
障
害
者
団
体
や
、
手
話
サ
ー
ク

ル
、
朗
読
奉
仕
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
建
設
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
結
成
な
ど
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で

は
、
出
さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
は
一
つ
一
つ
文
書
で
回
答
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
話
し
あ
わ
れ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
日
の
市
民
と
語
る
且
は
、
最
初

に
四
十
人
の
参
加
者
か
ら
、
日
頃
、

障
害
者
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

こ
と
全
部
出
し
て
も
ら
い
、
市
長
が

回
答
し
、
そ
の
後
、
順
次
一
問
一
答

を
す
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
耳
が
不
自
由
な
鍬
柄
沢
の
桑
原
悟

さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
話
サ

；
ク
ル
の
手
話
を
通
じ
て
「
夏
場
は

製
材
工
と
し
て
働
き
冬
場
は
失
業
し

て
い
る
じ
職
業
安
定
所
に
雇
用
保
険

を
も
ら
い
に
行
く
の
に
も
、
メ
モ
で

話
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

意
味
が
通
じ
に
く
い
。
時
に
は
困
っ

た
顔
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
病
院

に
行
っ
て
も
病
状
を
医
師
に
伝
え
ら

れ
な
い
。
公
共
機
関
の
窓
口
に
は
手

話
の
で
き
る
人
が
い
て
欲
し
い
が
、

と
り
あ
え
ず
福
祉
事
務
所
に
手
話
通

訳
者
の
配
置
を
．
車
イ
ス
や
白
い
杖

を
つ
い
て
歩
い
て
い
る
人
は
一
目
み

れ
ば
障
害
者
と
わ
か
る
の
で
援
助
が

で
き
る
が
、
聴
覚
障
害
者
の
場
合
、

普
段
は
一
般
の
人
と
変
ら
な
い
。
道

路
を
歩
い
て
い
て
後
ろ
か
ら
ク
ラ
ク
・

シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ
て
も
聞
え
な
い
。

一
目
で
聴
覚
障
害
者
と
解
る
方
法
を

考
え
、
運
転
手
か
ら
も
注
意
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た

視
覚
障
害
の
土
市
の
丸
山
和
一
郎
さ

ん
は
「
今
冬
の
雪
ほ
り
は
大
変
だ
っ

た
。
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
除
雪
人

夫
の
手
配
を
し
て
欲
し
い
。
盲
人
用

の
信
号
機
を
高
田
町
の
交
差
点
に
も
。

ア
ー
ヶ
ー
ド
の
通
路
に
商
品
を
陳
列

重
度
身
障
の
大
島
さ
ん
も

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

し
て
お
く
店
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
出
さ

な
い
で
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
越

路
町
に
あ
る
福
祉
施
設
「
み
の
わ
の

里
」
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
車
で
駆

け
つ
け
た
野
上
友
吉
さ
ん
は
「
十
日

町
を
離
れ
て
も
一
日
も
十
日
町
の
こ

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
市
の

情
報
を
知
り
た
い
の
で
広
報
紙
を
送

っ
て
欲
し
い
．
障
害
者
に
対
し
て
の

理
解
と
温
か
い
心
を
」
と
話
し
、
一

緒
に
参
加
し
た
、
両
手
足
が
不
自
由
、

言
語
障
害
も
あ
る
大
島
栄
三
さ
ん
は

「
保
育
所
を
二
階
建
に
し
て
、
上
を
障

害
者
の
施
設
に
し
て
欲
し
い
。
子
供

た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
な
が
ら
生
活

し
、
月
に
千
円
で
も
二
千
円
で
も
稼

げ
た
ら
生
き
が
い
に
な
る
。
子
供
た

ち
も
、
小
さ
い
時
か
ら
障
害
者
と
接

す
る
機
会
を
作
っ
た
ら
障
害
者
や
人

間
へ
の
思
い
や
り
も
育
つ
は
ず
だ
」

と
不
自
由
な
口
を
必
死
で
動
か
し
、

動
か
な
い
身
体
の
全
身
を
使
っ
て
訴

え
、
市
長
に
自
作
の
詩
集
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

朗
読
奉
仕
会
の
長
谷
川
キ
ミ
さ
ん
は

「
家
庭
に
い
る
主
婦
に
は
時
間
が
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

に
は
多
く
参
加
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
は
す

く
な
い
。
身
体
の
運
動
だ
け
で
な
く

心
の
運
動
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

是
非
、
主
婦
な
ど
に
呼
び
か
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
開
発
し
て
欲
し
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
親
の
姿
を

見
る
こ
と
は
子
供
の
教
育
に
も
よ
い

は
ず
だ
と
話
し
、
青
年
会
議
所
の

、
中
村
敏
英
さ
ん
は
、
同
じ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
立
場
か
ら
「
個
人
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
沢
山
い
る
の
だ
が
、
き
っ
か

け
が
つ
か
め
な
い
で
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
み
た
い
な
も
の
を
作

り
、
個
人
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
タ
ウ

ン
ホ
ー
ム
の
建
設
」
「
雇
用
の
促
進
」

「
施
設
入
所
者
の
車
で
の
送
迎
」
「
歩

道
と
車
道
の
間
の
ス
・
㌧
フ
を
な
だ

ら
か
に
」
　
「
バ
ス
に
乗
れ
な
い
人
の

た
め
に
タ
ク
シ
ー
券
を
」
　
「
精
神
障

　
　
　
　
　
　
　
ひ

害
者
福
祉
法
の
制
定
」
　
「
福
祉
バ
ス

の
導
入
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
望
に
答
え
て
諸
里
市
長
は
「
卒

直
な
話
し
が
聞
け
て
大
変
よ
か
っ
た
。

こ
の
会
で
出
さ
れ
た
問
題
は
一
つ
一

つ
真
剣
に
検
討
す
る
。
タ
ウ
ン
ホ
ー

ム
の
建
設
は
五
十
九
年
度
に
計
画
し

て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
は
、
指
導
者
の
養
成
な
ど
行
政

が
や
る
部
分
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や

っ
て
も
ら
う
部
分
を
明
確
に
し
て
で

き
る
だ
け
援
助
し
た
い
．
国
際
障
害

者
年
の
テ
ー
マ
が
完
全
参
加
と
平
等

と
い
う
こ
と
だ
が
、
障
害
者
自
身
も

社
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
あ
る
時

は
冷
た
い
風
に
た
ち
向
う
勇
気
を
も

っ
て
欲
し
い
。
行
政
は
、
そ
の
た
め

の
で
き
る
だ
け
の
助
力
は
す
る
」
と

約
束
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
対
し
て

は
、
今
日
、
十
日
付
で
一
件
一
件
の

問
題
に
対
し
文
書
で
回
答
し
ま
し
た
。

　
（
回
答
の
内
容
は
二
十
五
日
号
に
掲

載
し
ま
す
）

聴覚障害者には、手話通訳
　　　　　　もまじえて
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欝塗あ．馨健康づくりの集い開催
満器盃灘鷺隻簿難釜集建ダ監奪驕離旗艦2蘇を騨”早ぎ’”鉾舶面’…一｝’…’”i

たな問題が提起されています．　　　　　　　　i　午目l」9時～午後4時
その中で」自分の健康は自分で守る」という翻のもと・栄養翻．1ところ保健センター（市役所脇）1

。休養の調和のとれた8常生活を基調に健康づくりの集いを開催します。i※申込み4）必要はありませんので・都合
家族そろって多数参加ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　！の良い時間においでください・

～婦人向けコーナー～
鱒人とがん“早期発見のために。

●婦人がんパネル展

●ビデオ放映ほか

乳がんの自己診断

技指導もあります

難老禿離蔵篇～
し

き琶ヲ●食事、運動、休養実技
膚

　　　●パネル展示

、
　
・
セ
、

鯉◎むし歯のない母子表彰
野上明子・香織さん（高島）

●10時から子供向けコーナーで

～子供向けコーナー～
“お口の宝石蟻み布なで守ろう

ちっちゃな歯

・染出し　　・矯ど
　（歯の汚れ点検）

●パネル展示

●映写　　　　馨
　　　　　　　あつ
●スライドほかりの
　　　　　　　ま試
　　　　　　　す食
　　　　　　　も

露

　　～成人向けコーナー～
　　　“自分の健康の再確認を，、

　　　　　　　健康度チェック
　　）　　　・
　　”　プ・ヤ　●アルコール中毒の

　　・　　く　瀞　自己診断法

　　　　も　　　●体カテスト（血圧

聖一筋辮活鰭
貧血唾液型検査も実施（検査料個人亀瀟）

一
タ
毒

　
　
　
　
　
　
　
9

麻
し
ん
鋤
予
防
接
種
、
の
お
知
獺
慧

　
　
　
　
　
　
　
q

　
重
い
伝
染
病
が
少
な
く
な
っ
た
現

在
で
も
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
子

供
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
り
や

す
い
病
気
で
す
。
し
か
も
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
子
供
の
う
ち
、
毎
年
全
国

で
二
百
～
三
百
人
が
死
亡
し
て
お
り
、

な
か
に
は
脳
炎
を
併
発
す
る
子
供
も

い
ま
す
．
ま
た
、
重
い
肺
炎
や
中
耳

炎
を
併
発
し
や
す
い
の
で
無
視
で
き

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
希
望
者
を
つ
の

り
、
十
目
町
市
・
中
魚
沼
郡
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、
十
月
に
市
内
九
医

療
機
関
で
個
別
接
種
に
よ
り
麻
し
ん

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の

申
し
込
み
を
つ
ぎ
の
要
項
で
受
付
け

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
期
間
内
に
市

．
保
健
衛
生
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

幽
接
種
対
象
者

ω
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
～
五
十
｝

年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

図
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
～
五
十

四
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

個
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
目
～
五
十

三
年
四
月
｝
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
昨
年
の
未
接
種
者
。

囹
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

　
八
月
三
十
一
日
㈲
～
九
月
四
日
囲

　
午
前
十
時
～
午
後
二
時
ま
で

圏
受
付
場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、
保
健
衛
生
課

窓
口
（
8
七
ー
三
一
二
番
内
線
二

二
七
ま
た
は
二
二
八
）

幽
接
種
料
金

　
申
し
込
み
時
に
千
二
百
円
い
た
だ

在
宅
肢
体
不
自
由
児

期　　日 8月20日困
時　　間 午後1時～3時

会　　場 保健センター（市役所脇）

担当医師 中条病院佐賀先生

　相談料は無料です。つぎのようなこと

が気になるかたは、お気軽においでくだ

さい。

◎急に友達づきあいができなくなった．

◎何もしたくなく、すべて煩わしい。

◎人の話が気になって眠れない。

◎ちょっとしたことが気になる。

※本人の来れない時は、家族のかたでも

　結構です．

問い合わせ　市・保健衛生課

　　　　　　（87－3111番内線227・228）

き
ま
す
。
　
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
）

囹
持
参
す
る
物

　
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん

囹
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

qD

接
種
対
象
者
以
外
の
人
。

ω
今
ま
で
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
人
。

個
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
。

団
ワ
ク
チ
ン
含
有
成
分
に
鶏
卵
、
カ

ナ
マ
イ
シ
ン
及
び
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ

ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
有
す
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人
。

㈲
接
種
前
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の

症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な

人
。

巡
回
指
導
検
診
・
療
育
指
導
を
実
施

精神衛生相談を実施

　
新
潟
県
で
は
、
在
宅
肢
体
不
自
由

児
に
対
し
て
医
学
的
、
心
理
的
、
機

能
的
判
定
等
を
行
い
、
総
合
的
指
導

と
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
、
つ
ぎ
の
要
項
で
巡
回
指
導
検

診
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

ω
三
歳
児
健
康
診
査
等
に
よ
り
、
肢

体
不
自
由
児
と
し
て
診
断
さ
れ
た
が
、

地
理
的
・
経
済
的
事
情
等
に
よ
っ
て

適
切
な
療
育
指
導
機
関
と
の
接
触
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
児
童
。

ω
身
体
障
害
児
巡
回
相
談
等
に
よ
り
、

肢
体
不
自
由
児
施
設
へ
の
入
所
が
適

当
と
判
定
さ
れ
、
家
庭
に
お
い
て
待

機
中
で
あ
っ
て
、
入
所
ま
で
の
間
経

過
観
察
と
機
能
訓
練
の
必
要
な
児
童

■
実
施
月
日

　
九
月
二
十
二
日
㈹
（
時
間
は
未
定

の
た
め
、
申
し
込
み
者
に
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

■
申
込
み
締
切
り
　
八
月
三
十
一
日

■
実
施
場
所
　
十
日
町
保
健
所

■
申
込
み
先
　
市
・
社
会
福
祉
事
務

所
援
護
係
（
8
七
ー
三
一
一
一
番
内

線
二
一
四
）
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
㊥
　
　
㊤

　
市
報
七
月
二
十
五
日
号
の
八
ぺ
ー

ジ
、
八
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表
の

四
ヵ
月
児
検
診
並
び
に
育
児
学
級
の

対
象
児
は
、
五
十
六
年
四
月
生
ま
れ

の
児
の
あ
や
ま
り
で
す
。
ま
た
、
欄

外
の
お
願
い
の
文
章
で
、
三
歳
三
カ

月
児
と
あ
る
の
は
三
歳
児
の
あ
や
ま

り
で
す
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

昭和56年8月10日

翻
　
　
演

鶉
省
公
－

ひ
よ
江
好
龍

釧
購
黙

海
国
技
く

8
中
雑

　
”
雑
技
”
は
、
中
国
が
世
界
に
誇

る
伝
統
芸
術
で
、
中
華
民
族
の
絢
燗

多
彩
な
民
族
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

文
化
的
遺
産
。
こ
の
技
芸
の
す
ば
ら

し
さ
は
海
外
に
も
知
れ
わ
た
り
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
黒

竜
江
省
雑
技
団
が
当
市
で
公
演
し
ま

す
。
数
少
な
い
こ
う
し
た
機
会
で
す

の
で
市
民
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
八
月
十
九
日
困

　
　
　
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
公
演

　
　
　
午
後
七
時

■
会
場
　
市
民
体
育
館

■
入
場
料
　
大
人
・
…
－
…
二
干
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
干
円

　
入
場
券
は
、
市
内
理
容
院
や
各
地

区
公
民
館
、
公
演
事
務
局
（
窓
八
1

≡
一
五
一
番
）
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
当
日
入
場
券
も
あ
り
ま
す
の

で
、
入
場
券
を
入
手
で
き
な
い
人
も

直
接
会
場
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

8／24
（
よ
る
6
時
半
）

東
京
混
声
合
唱
団
公
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
市
民
会
館
ホ
ー
ル
〉

　
十
日
町
市
民
合
唱
団
で
は
、
創
立

三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
東
京

混
声
合
唱
団
を
招
い
て
十
日
町
公
演

を
実
施
し
ま
す
。

　
東
京
混
成
合
唱
団
は
、
昭
和
三
十

一
年
に
第
一
回
定
期
公
演
を
開
催
し

て
以
来
、
ス
テ
ー
ジ
、
放
送
の
分
野

で
広
く
活
躍
し
て
お
り
、
昭
和
五
十

三
年
度
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
我
が
国

の
代
表
的
な
合
唱
団
で
す
。

　
十
目
町
市
で
の
プ
ロ
の
合
唱
団
の

公
演
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
来
場
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
．

期
日
及
び
会
場
　
八
月
二
十
四
日
則

午
後
六
時
半
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
券
　
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
二

千
円
（
当
日
二
千
五
百
円
）
で
発
売

曲
目
　
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
水
を
く

だ
さ
い
、
流
浪
の
民
、
ハ
レ
ル
ヤ
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪　揃讐」r醤
第2回市長杯争奪

婦人軟式テニス大会

　
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い
婦
人
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
し
て
、
軟
式
庭
球
の
大
会
を
つ
ぎ
の
要
項
に
よ

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
心
身
の
増
進
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
期
日
　
九
月
六
日
㈹
受
付
…
午
前
八
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
試
合
開
始
…
午
前
九
時

■
会
場
　
信
濃
川
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
十
八
歳
（
高
校
生
を
除
く
）
以

　
　
　
　
　
上
の
女
性
、
た
だ
し
全
国
大
会
出
場
者
は
二

　
　
　
　
　
十
八
歳
以
L
に
限
る
。

■
申
込
み
　
〒
九
四
八
　
千
歳
町
、
一
ー
』
一

　
　
　
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
体
育
課
（
密
七
ー
．
』

　
　
　
　
　
一
一
番
）

■
申
込
み
締
切
り
　
八
月
二
十
九
目
因
必
着

享
圏
▼
▼
！
圏
▼
▼
！
』
Y
▼
圏
▼
▼
圏
▼
▼
！
圏
▼
Ψ
回
▼
申
圏
▼
》
国
▼
▼
！
！
！
！
圏
Y
▼
！
！
！
圏
▼
▼
享
！
！
』
▼
ウ
圏
▼
▼
！
国
▼
▼

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の
健
康
保
持
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
は
か
る

　
　
　
　
　
こ
と
と
、
，
市
内
各
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
を

とお』げ夢3

出晶要項1

〔1諾1（日、〕

　第14回市美術展は、10月9日から11日まで開催
されることになりましたが、公民館市展係では、
っぎのとおり出品作品を募集します。
　あなたも出品してみませんか。
■作品

　第1部　日本画…額ぶち付き
　第2部　洋画…油絵、水彩、パステノレ、版画、
（100号まで、額ぶち付き）

　第3部　新しい美術…常識以上の大きさを越え
ないこと

　第4部彫塑…常識以上の大きさを越えないこ
と

　第5部　工芸…染、織、－）る、漆、草、木、竹、

わら、紙工芸など（常識以上の大きさを越えない
こと）

　第6部　書道一・全紙1／4一）ぎ以内枠張り表装
（ガラスは不可）釈文票を添付

　第7部　写真…単写真は半切以L全倍まで、組
写真は長辺1m50cmまで、パネル張り（ガラス枠
は不可）

■出品料…各部門とも 一般1点700円、高校生以下
500円。

■出品点数…1人1部門につき、2点以内。
■搬入…10月3日（金）午後8時半までに市公民館
（本館）へ．

■審査員

　○日本画、洋画、新しい美術
　　　瀬木慎一（美術評論家）

　○彫塑、工芸
　　小磯　稔（新大教育学部助教授）
　○書道

　　藤村中堂（県書道教会参事）

　○写真
　　伊藤知己（日本写真批評家協会会員）
■賞…市展賞、奨励賞、佳作賞
■詳細…市公民館市展係（盈7－5011番）か各地
区公民館へ。

高齢者ゲートボール大会

目
的
に
、
つ
ぎ
の
要
項
で
、
第
二
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（11

獅鷲繍

■
期
日
　
八
月
二
十
一
日
　
午
前
九
時

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
二
十
二
日
に
延
長
）

■
会
場
　
市
営
城
ケ
丘
野
球
場

■
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
人

■
参
加
制
限
①
一
チ
ー
ム
五
名
（
一
名
は
主
将
）

　
　
　
　
　
②
同
］
人
は
ニ
チ
ー
ム
出
場
不
可

■
参
加
料
　
　
一
チ
ー
ム
千
円

昌
申
込
み
先
・
締
切
り

　
八
月
十
六
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
体
育
課
ま
で
に
．

訂
正
と
お
詫
び

　
市
報
お
知
ら
せ
版
五
月
二
十
五
日
号
の
八
ぺ
ー
ジ
、
婦
人
ス

ポ
！
ツ
教
室
で
十
日
町
中
学
校
の
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
の
日
程
で

九
月
二
十
日
を
八
月
二
十
日
、
十
月
十
七
日
を
九
月
十
七
日
と

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。



へ
q
Q
O
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欝塗あ．馨健康づくりの集い開催
満器盃灘鷺隻簿難釜集建ダ監奪驕離旗艦2蘇を騨”早ぎ’”鉾舶面’…一｝’…’”i

たな問題が提起されています．　　　　　　　　i　午目l」9時～午後4時
その中で」自分の健康は自分で守る」という翻のもと・栄養翻．1ところ保健センター（市役所脇）1

。休養の調和のとれた8常生活を基調に健康づくりの集いを開催します。i※申込み4）必要はありませんので・都合
家族そろって多数参加ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　！の良い時間においでください・

～婦人向けコーナー～
鱒人とがん“早期発見のために。

●婦人がんパネル展

●ビデオ放映ほか

乳がんの自己診断

技指導もあります

難老禿離蔵篇～
し

き琶ヲ●食事、運動、休養実技
膚

　　　●パネル展示

、
　
・
セ
、

鯉◎むし歯のない母子表彰
野上明子・香織さん（高島）

●10時から子供向けコーナーで

～子供向けコーナー～
“お口の宝石蟻み布なで守ろう

ちっちゃな歯

・染出し　　・矯ど
　（歯の汚れ点検）

●パネル展示

●映写　　　　馨
　　　　　　　あつ
●スライドほかりの
　　　　　　　ま試
　　　　　　　す食
　　　　　　　も

露

　　～成人向けコーナー～
　　　“自分の健康の再確認を，、

　　　　　　　健康度チェック
　　）　　　・
　　”　プ・ヤ　●アルコール中毒の

　　・　　く　瀞　自己診断法

　　　　も　　　●体カテスト（血圧

聖一筋辮活鰭
貧血唾液型検査も実施（検査料個人亀瀟）

一
タ
毒

　
　
　
　
　
　
　
9

麻
し
ん
鋤
予
防
接
種
、
の
お
知
獺
慧

　
　
　
　
　
　
　
q

　
重
い
伝
染
病
が
少
な
く
な
っ
た
現

在
で
も
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
子

供
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
り
や

す
い
病
気
で
す
。
し
か
も
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
子
供
の
う
ち
、
毎
年
全
国

で
二
百
～
三
百
人
が
死
亡
し
て
お
り
、

な
か
に
は
脳
炎
を
併
発
す
る
子
供
も

い
ま
す
．
ま
た
、
重
い
肺
炎
や
中
耳

炎
を
併
発
し
や
す
い
の
で
無
視
で
き

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
希
望
者
を
つ
の

り
、
十
目
町
市
・
中
魚
沼
郡
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、
十
月
に
市
内
九
医

療
機
関
で
個
別
接
種
に
よ
り
麻
し
ん

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の

申
し
込
み
を
つ
ぎ
の
要
項
で
受
付
け

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
期
間
内
に
市

．
保
健
衛
生
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

幽
接
種
対
象
者

ω
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
～
五
十
｝

年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

図
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
～
五
十

四
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

個
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
目
～
五
十

三
年
四
月
｝
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
昨
年
の
未
接
種
者
。

囹
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

　
八
月
三
十
一
日
㈲
～
九
月
四
日
囲

　
午
前
十
時
～
午
後
二
時
ま
で

圏
受
付
場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、
保
健
衛
生
課

窓
口
（
8
七
ー
三
一
二
番
内
線
二

二
七
ま
た
は
二
二
八
）

幽
接
種
料
金

　
申
し
込
み
時
に
千
二
百
円
い
た
だ

在
宅
肢
体
不
自
由
児

期　　日 8月20日困
時　　間 午後1時～3時

会　　場 保健センター（市役所脇）

担当医師 中条病院佐賀先生

　相談料は無料です。つぎのようなこと

が気になるかたは、お気軽においでくだ

さい。

◎急に友達づきあいができなくなった．

◎何もしたくなく、すべて煩わしい。

◎人の話が気になって眠れない。

◎ちょっとしたことが気になる。

※本人の来れない時は、家族のかたでも

　結構です．

問い合わせ　市・保健衛生課

　　　　　　（87－3111番内線227・228）

き
ま
す
。
　
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
）

囹
持
参
す
る
物

　
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん

囹
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

qD

接
種
対
象
者
以
外
の
人
。

ω
今
ま
で
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
人
。

個
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
。

団
ワ
ク
チ
ン
含
有
成
分
に
鶏
卵
、
カ

ナ
マ
イ
シ
ン
及
び
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ

ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
有
す
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人
。

㈲
接
種
前
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の

症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な

人
。

巡
回
指
導
検
診
・
療
育
指
導
を
実
施

精神衛生相談を実施

　
新
潟
県
で
は
、
在
宅
肢
体
不
自
由

児
に
対
し
て
医
学
的
、
心
理
的
、
機

能
的
判
定
等
を
行
い
、
総
合
的
指
導

と
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
、
つ
ぎ
の
要
項
で
巡
回
指
導
検

診
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

ω
三
歳
児
健
康
診
査
等
に
よ
り
、
肢

体
不
自
由
児
と
し
て
診
断
さ
れ
た
が
、

地
理
的
・
経
済
的
事
情
等
に
よ
っ
て

適
切
な
療
育
指
導
機
関
と
の
接
触
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
児
童
。

ω
身
体
障
害
児
巡
回
相
談
等
に
よ
り
、

肢
体
不
自
由
児
施
設
へ
の
入
所
が
適

当
と
判
定
さ
れ
、
家
庭
に
お
い
て
待

機
中
で
あ
っ
て
、
入
所
ま
で
の
間
経

過
観
察
と
機
能
訓
練
の
必
要
な
児
童

■
実
施
月
日

　
九
月
二
十
二
日
㈹
（
時
間
は
未
定

の
た
め
、
申
し
込
み
者
に
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

■
申
込
み
締
切
り
　
八
月
三
十
一
日

■
実
施
場
所
　
十
日
町
保
健
所

■
申
込
み
先
　
市
・
社
会
福
祉
事
務

所
援
護
係
（
8
七
ー
三
一
一
一
番
内

線
二
一
四
）
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
㊥
　
　
㊤

　
市
報
七
月
二
十
五
日
号
の
八
ぺ
ー

ジ
、
八
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表
の

四
ヵ
月
児
検
診
並
び
に
育
児
学
級
の

対
象
児
は
、
五
十
六
年
四
月
生
ま
れ

の
児
の
あ
や
ま
り
で
す
。
ま
た
、
欄

外
の
お
願
い
の
文
章
で
、
三
歳
三
カ

月
児
と
あ
る
の
は
三
歳
児
の
あ
や
ま

り
で
す
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

昭和56年8月10日

翻
　
　
演

鶉
省
公
－

ひ
よ
江
好
龍

釧
購
黙

海
国
技
く

8
中
雑

　
”
雑
技
”
は
、
中
国
が
世
界
に
誇

る
伝
統
芸
術
で
、
中
華
民
族
の
絢
燗

多
彩
な
民
族
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

文
化
的
遺
産
。
こ
の
技
芸
の
す
ば
ら

し
さ
は
海
外
に
も
知
れ
わ
た
り
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
黒

竜
江
省
雑
技
団
が
当
市
で
公
演
し
ま

す
。
数
少
な
い
こ
う
し
た
機
会
で
す

の
で
市
民
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
八
月
十
九
日
困

　
　
　
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
公
演

　
　
　
午
後
七
時

■
会
場
　
市
民
体
育
館

■
入
場
料
　
大
人
・
…
－
…
二
干
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
干
円

　
入
場
券
は
、
市
内
理
容
院
や
各
地

区
公
民
館
、
公
演
事
務
局
（
窓
八
1

≡
一
五
一
番
）
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
当
日
入
場
券
も
あ
り
ま
す
の

で
、
入
場
券
を
入
手
で
き
な
い
人
も

直
接
会
場
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

8／24
（
よ
る
6
時
半
）

東
京
混
声
合
唱
団
公
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
市
民
会
館
ホ
ー
ル
〉

　
十
日
町
市
民
合
唱
団
で
は
、
創
立

三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
東
京

混
声
合
唱
団
を
招
い
て
十
日
町
公
演

を
実
施
し
ま
す
。

　
東
京
混
成
合
唱
団
は
、
昭
和
三
十

一
年
に
第
一
回
定
期
公
演
を
開
催
し

て
以
来
、
ス
テ
ー
ジ
、
放
送
の
分
野

で
広
く
活
躍
し
て
お
り
、
昭
和
五
十

三
年
度
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
我
が
国

の
代
表
的
な
合
唱
団
で
す
。

　
十
目
町
市
で
の
プ
ロ
の
合
唱
団
の

公
演
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
来
場
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
．

期
日
及
び
会
場
　
八
月
二
十
四
日
則

午
後
六
時
半
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
券
　
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
二

千
円
（
当
日
二
千
五
百
円
）
で
発
売

曲
目
　
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
水
を
く

だ
さ
い
、
流
浪
の
民
、
ハ
レ
ル
ヤ
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪　揃讐」r醤
第2回市長杯争奪

婦人軟式テニス大会

　
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い
婦
人
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
し
て
、
軟
式
庭
球
の
大
会
を
つ
ぎ
の
要
項
に
よ

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
心
身
の
増
進
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
期
日
　
九
月
六
日
㈹
受
付
…
午
前
八
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
試
合
開
始
…
午
前
九
時

■
会
場
　
信
濃
川
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
十
八
歳
（
高
校
生
を
除
く
）
以

　
　
　
　
　
上
の
女
性
、
た
だ
し
全
国
大
会
出
場
者
は
二

　
　
　
　
　
十
八
歳
以
L
に
限
る
。

■
申
込
み
　
〒
九
四
八
　
千
歳
町
、
一
ー
』
一

　
　
　
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
体
育
課
（
密
七
ー
．
』

　
　
　
　
　
一
一
番
）

■
申
込
み
締
切
り
　
八
月
二
十
九
目
因
必
着

享
圏
▼
▼
！
圏
▼
▼
！
』
Y
▼
圏
▼
▼
圏
▼
▼
！
圏
▼
Ψ
回
▼
申
圏
▼
》
国
▼
▼
！
！
！
！
圏
Y
▼
！
！
！
圏
▼
▼
享
！
！
』
▼
ウ
圏
▼
▼
！
国
▼
▼

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の
健
康
保
持
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
は
か
る

　
　
　
　
　
こ
と
と
、
，
市
内
各
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
を

とお』げ夢3

出晶要項1

〔1諾1（日、〕

　第14回市美術展は、10月9日から11日まで開催
されることになりましたが、公民館市展係では、
っぎのとおり出品作品を募集します。
　あなたも出品してみませんか。
■作品

　第1部　日本画…額ぶち付き
　第2部　洋画…油絵、水彩、パステノレ、版画、
（100号まで、額ぶち付き）

　第3部　新しい美術…常識以上の大きさを越え
ないこと

　第4部彫塑…常識以上の大きさを越えないこ
と

　第5部　工芸…染、織、－）る、漆、草、木、竹、

わら、紙工芸など（常識以上の大きさを越えない
こと）

　第6部　書道一・全紙1／4一）ぎ以内枠張り表装
（ガラスは不可）釈文票を添付

　第7部　写真…単写真は半切以L全倍まで、組
写真は長辺1m50cmまで、パネル張り（ガラス枠
は不可）

■出品料…各部門とも 一般1点700円、高校生以下
500円。

■出品点数…1人1部門につき、2点以内。
■搬入…10月3日（金）午後8時半までに市公民館
（本館）へ．

■審査員

　○日本画、洋画、新しい美術
　　　瀬木慎一（美術評論家）

　○彫塑、工芸
　　小磯　稔（新大教育学部助教授）
　○書道

　　藤村中堂（県書道教会参事）

　○写真
　　伊藤知己（日本写真批評家協会会員）
■賞…市展賞、奨励賞、佳作賞
■詳細…市公民館市展係（盈7－5011番）か各地
区公民館へ。

高齢者ゲートボール大会

目
的
に
、
つ
ぎ
の
要
項
で
、
第
二
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（11

獅鷲繍

■
期
日
　
八
月
二
十
一
日
　
午
前
九
時

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
二
十
二
日
に
延
長
）

■
会
場
　
市
営
城
ケ
丘
野
球
場

■
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
人

■
参
加
制
限
①
一
チ
ー
ム
五
名
（
一
名
は
主
将
）

　
　
　
　
　
②
同
］
人
は
ニ
チ
ー
ム
出
場
不
可

■
参
加
料
　
　
一
チ
ー
ム
千
円

昌
申
込
み
先
・
締
切
り

　
八
月
十
六
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
体
育
課
ま
で
に
．

訂
正
と
お
詫
び

　
市
報
お
知
ら
せ
版
五
月
二
十
五
日
号
の
八
ぺ
ー
ジ
、
婦
人
ス

ポ
！
ツ
教
室
で
十
日
町
中
学
校
の
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
の
日
程
で

九
月
二
十
日
を
八
月
二
十
日
、
十
月
十
七
日
を
九
月
十
七
日
と

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。
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十
日
町
市
農
業
委
員
会
で
は
、
改

選
後
の
第
一
回
総
会
を
七
月
二
十
七

日
に
開
催
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
役
員

と
所
属
部
会
を
決
定
し
ま
し
た
。

◎
会
長
　
遠
田
金
市

◎
副
会
長
　
丸
山
滋

◎
農
地
部

　
●
会
長
　
山
田
正
吉

　
●
職
務
代
理
　
上
村
国
平

　
●
会
員
　
遠
田
恵
、
岡
村
建
治
、

　
　
村
山
隆
太
郎
、
小
林
龍
袷
、
水

　
　
落
留
吉
、
丸
山
滋
、
入
田
富
治
、

　
　
井
川
勇
、
上
村
完
治
、
福
島
良

　
　
貞
、
宮
沢
孝
、
庭
野
甚
兵
衛
、

　
　
橋
本
貞
一

◎
農
政
部

　
●
会
長
　
宮
沢
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
す
　
。
ら

ふるさとの旬の料理⑤

壷
　
　
●
職
務
代
理
　
屋
身
正
徳

　
　
●
会
員
　
斎
木
俊
夫
、
小
林
賢
祐
、

　
　
　
福
崎
彦
造
、
大
島
廣
榮
、
岩
田

　
　
　
光
平
、
滝
沢
重
治
、
柳
重
太
郎
、

　
　
　
水
落
象
次
郎
、
小
林
良
章
、
鈴

　
　
　
木
武
、
保
坂
兼
弘
、
山
本
茂
、

　
　
　
庭
野
重
信
、
遠
田
金
市

　
　
労
働
大
学
講
座

　
　
　
　
　
開
催
の
案
内

　
　
新
潟
県
で
は
、
労
働
問
題
の
知
識

　
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
労
働

　
法
を
中
心
に
し
て
労
働
問
題
に
つ
い

　
て
の
講
師
を
招
い
て
『
労
働
大
学
講

　
座
」
を
開
催
し
ま
す
の
訴
、
、
多
数
の

　
方
々
が
聴
講
く
だ
さ
い
．

　
◆
期
日
　
九
月
二
目
困
・
』

日
困
・

　
し
て
　
す
最
。
お
麻
　
　
飢

　
だ
し
。
う
、
る
で
胡
。

　
の
を
る
、
め
え
品
の
す
　
球

　
　
　
　
え
く
整
食
菜
ま
　
梛

　
　
　
　
　
　
ふ
を
の
引
れ
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
が
英
る
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
足
　
Q
え
　
揺

　
　
　
　
　
　
　
　
不
す
添
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
を
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
質
れ
菜
　
鍋

　
　
　
　
　
　
　
　
白
ら
野
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
蛋
べ
色
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
性
食
黄
　
せ

糖
油
酷
　
　
　
　
物
中
緑
ト
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
動
間
　
、
ン
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
素
の
等
イ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
平
祭
和
ポ
煮

　
九
日
困
・
影
目
因
∵
レ
七
日
困

　
　
講
座
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
レ
五

　
分
か
ら
午
後
四
時
卜
五
分
ま
て

　
◆
会
場
　
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協

　
会
（
労
働
衛
生
会
館
V
五
階
ホ
ー
ル

　
　
（
新
潟
市
川
岸
町
一
－
充
－
、
五
、

　
E
O
二
五
二
ー
六
し

±
二
〇
〇
番
）

　
◆
対
象
　
二
百
人
（
労
働
者
、
使
用

　
者
、
一
般
）

　
◆
申
込
み
締
切
り
　
八
月
二
十
二
日

　
◆
申
込
み
等
　
申
込
み
・
問
い
合
わ

　
せ
は
市
・
商
工
課
（
E
七
t
ご
、
三

　
一
番
内
線
、
一
六
六
）
ま
ー
、
、
、
な
お
、

　
参
考
書
代
金
と
し
て
千
円
が
必
要
で

　
す
。
所
定
の
課
程
を
修
了
す
る
と
、

　
修
r
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
県
民
手
帳
予
約
募
集
中

　
　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

　
皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た

　
　
つ
。
し
回
　
え
生
　
　
さ
会

　
　
た
る
移
β
　
揃
て
　
　
は
り

　
　
き
で
に
2
。
り
け
　
　
度
巧

　
　
む
茄
器
π
る
切
か
。
　
3
九

　
　
を
位
を
4
け
に
を
る
　

、
一

　
　
皮
分
き
効
つ
位
料
え
　
2
ル

　
　
て
5
い
　
に
㎝
味
添
　
で
グ

　
　
つ
で
ず
ーC
麗
5
調
を
　
の
究

　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研

　
　
洗
中
た
酢
綺
て
に
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
は
の
っ
に
を
し
上
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
土

　
　
き
湯
上
ち
色
く
、
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
郷

　
　
い
の
で
う
て
た
り
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
理
ず
り
茄
い
し
冷
盛
や
　
味
　
。

脚
①
ぷ
②
熱
返
③
て
姜
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
汐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
・
し

物
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た
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見
減

の
　
0
2
2
々
1
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と
加

酢
喫
疹
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鷺
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材
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ゑ
¢
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賦
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吏
　
〆払
ミ
毎
量
に

榊
屡
雍
強
ぎ
き
船

9
嵐
轡
δ

z
マ
ぞ
駆
．
黒

　
　
、
」
い
ち
q
、
－

し

遡
瓦
麺
爬
、

鞍
零
．
．
、

錨
鐘
　
へ

騨
ノ
　
　
、

酬
　
　
蝋

鮮
　
簸

縮
蕨

　
　
　
　
“
プ
O
煎

　
、
、
⊃
　
　
　
　
斡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
、

ヘ
ム

＼ヌ

蕊
う
E
獣
瀕
、
も
“
い

ひ
ヒ
＆
り
爬
リ
ビ
、

藷
褻
．
謹

≒
ヤ
ミ
つ
ぽ
リ
ヒ
わ

δ
始
Q
・
も
翠

　鱈　煮
料一　　　　　　 脚理法一
　鱈・…一1かけ440g　①棒鱈はたわしでよく洗って夏
し毘布……15cm2枚　　　は3～4日、冬は7日位水にもどす

　干・・…・40g　　　　夏は少しづつ水を流して置く。

　　　…C1去　　　　②棒鱈を切り厚手の鍋に水から
　糖……大4　　　　　入れて火にかけ、煮立ったら汁
　油……大4　　　　　を捨て今度は煮干と昆布のだし
　酪……大2　　　　　汁にお酒を入れ落とし蓋をして
　　　　　　　　　　骨が軟らかになるまで煮る。
　　　　　　　　　　③次に砂糖、醤油を加え、うす
　　　　　　　　　　味にして2時間位煮ふくめ、最
　　　　　　　　　　後に味酪を加えて味を整える。
素動物性蛋白質の不足がちの料理に棒鱈は最高の食品でお
の間中食べられます。英隠元のお浸しまたは間引菜の胡麻
集　緑昔伍，野菓を添えると栄養のバランスがとれます。
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拳
、
．

り
2
、

箆
ぎ

　
〉
　
奴

簿
羅
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耳
り
・
．
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●

髪甑野ε伊

め
、
一
九
八
二
年
版
の
手
帳
「
に
い

が
た
」
を
発
行
す
る
二
と
に
な
り
、

現
在
予
約
募
集
中
で
す
．

●
受
付
期
間
　
八
月
一
．
一
十
一
日
ま
で

●
価
格
　
一
冊
、
一
、

百
円

●
申
込
先
　
市
・
総
務
課
企
画
広
報

係
（
B
乍
⊥
ニ
ニ
一
番
内
線
二
七

八
）
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
（
水
沢

・
吉
田
・
中
条
・
下
条
）
に
代
金
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．
、

●
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
繊
労
睦
支
部
　
一
万
四
千
、
一
百

七
円
　
▼
繊
労
根
茂
支
部
　
四
千
八

十
三
円
　
▼
十
日
町
農
業
青
年
連
盟

有
志
　
三
万
円
　
▼
庭
野
日
敬
（
東

京
都
）
五
十
万
円
　
▼
南
雲
徳
栄
（
関

根
）
十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
三
広

商
事
営
業
一
同
　
三
千
九
百
二
十
四

円
…
身
体
障
害
者
福
祉
に

立
正
佼
成
会
に
紺
綬
褒
章

　
こ
の
た
び
立
正
佼
成
会
に
紺
綬
褒

章
が
授
与
さ
れ
る
二
と
に
な
り
、
去

る
七
月
十
八
日
に
市
役
所
で
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
正
佼
成
会
で

は
、
一
般
県
道
新
座
八
箇
線
の
改
良

工
事
の
た
め
に
二
千
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
が
、
こ
の
行
為
に
対
し
て
紺

綬
褒
章
が
お
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

巡
回
内
職
相
談

8
月
烈
日
（
金
）

10
時
～
3
時
・
市
役
所
相
談
室

布長から紺綬褒章を受ける庭野健蔵氏

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
八
日
図
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
高
山
第
二
．
第
三
、

第
四
、
春
日
町
一
丁
目
・
二
丁
目
．

三
丁
目
、
錦
町
一
r
目
・
二
丁
目
の

各
一
部
▼
八
月
二
十
目
困
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
高
山
第
．
．
一

・
第
四
、
高
田
町
五
r
目
・
六
r
目

の
各
一
部
▼
八
月
二
十
五
日
図

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

町
一
丁
目
二
一
丁
目
・
三
丁
目
、
錦

町
一
丁
目
・
二
丁
目
、
北
新
田
第
一
．

第
二
、
高
山
第
二
の
各
一
部
、
塚
原

町
、
北
新
田
第
三

　
　
　
　
　
　
　
X
・

事
ヒ
が
2
　
轟

　
〇
五
日
か
ら
七
日
ま
で
十
目
町
小

学
校
の
田
村
学
級
、
佐
藤
学
級
の
児

童
八
人
が
、
「
親
元
か
ら
離
れ
て
友
だ

ち
と
仲
良
く
集
団
生
活
を
し
、
日
常

生
活
で
も
自
律
が
で
き
る
能
力
を
養

お
う
」
と
二
泊
一
一
、
日
の
宿
泊
学
習
を

行
い
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）
。
四
人

の
先
生
と
一
緒
に
、
食
事
の
用
意
や

掃
除
、
即
興
劇
、
花
火
、
入
浴
な
ど

に
明
る
い
笑
顔
で
み
ん
な
で
協
力
し

あ
っ
て
い
ま
し
た
．
ひ
と
つ
で
も
多

く
の
能
力
を
引
き
出
し
、
社
会
生
活

の
で
き
る
子
供
た
ち
に
育
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
願
わ
れ
ま
し
た
。

■市勢／世帯数…12，。9。／推計人・…49，224人（男24，・55人・女25・169人）※基本台帳人・49・778人（7月1日現在）
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